頭の中で鳴り響く不快な音
眩暈をおこしそうな
光
それが「はじまり」なのか
それが「おわり」なのか
ただ、確かな事は
あの人の
肌の熱さ
-------- だけ
母が他界する時、ヤンは初めて母以外の、”血縁者”に会った。母は否定していたが、紛れも無く、あの写真の男が父親だった。そして、その男は観た事の無い青年を連れていた。自分より、少し年上の、几帳面そうな線の細い青年だった。その青年は自分の腹違いの兄だと言うことを知るのに、時間はかからなかった。けれど、ヤンにとって彼の存在は、それ以上でも、それ以下でもなかった。今更、彼等が目の前に現れたところで、憎しみ以外の感情など生まれてはこなかった。
喪が明けて、ヤンは警察学校に入る事を決意していた。
自分はあんな父親のようにはなりたくない…と。そういった想いから。
父親は賭博場の経営で成功し、今では尖沙咀の…。いや、香港で最大の黒社会組織の大ボスだった。そんな父親の存在を前に、ヤンは少年の反抗心、父への憎しみの篭った、想い。そして、父には似なかった、最愛の母への愛を受けて育った持ち前の正義感から善人でいたい-------その一心で。

そんなヤンの前に再び現れたのが、ハウだった。
「私は、この間までお前の存在を知らなかった。お前が、どれだけ辛い思いをして来たのかを、私は想像できない。けど、私はお前を嫌いじゃない。何かあったら、私を頼ってくれ。」
そう言って、ハウは自分の電話番号の紙をヤンに手渡した。確かに悪いのは父親であって、ハウには関係の無い事だ。ハウ以外にも自分に腹違いの姉や兄が居る事も知った。ハウは黒社会とは関係なく、一介の会計士だという。父とは違う。

そう、ヤンは思ってみたところで、それでも感情的な部分でハウを好きにはなれなかった。だから、彼にも、父にも二度と関わりたくない。そう、ヤンは、思っていたのだが、ハウは
「お前が、心配なのだ。」
そう言って、ヤンの前に何度も現れる様になった。それはおそらくは紛れもない、ハウの本心なのだろう。彼にとってヤンは、母親を無くした　腹違いの弟。
それは、ヤンが独りで暮していた小さな部屋にハウが尋ねてきた時の事だった。
母親の話をしていて、少し表情を落したヤンに、ハウは突然、唇を重ねてきた。
思わず、殴り飛ばすようにハウを突き放したヤンに、ハウは一瞬、寂しげな笑みを浮かべてから、ひとつ、溜息をついて言った
「働き口を探しているなら、私が世話をしてやる。」
しかし、ヤンは怒りの感情のままに怒鳴りつけた
「断る！俺は警察官になるんだ。アンタ達の世話にはならない！」
そう言って、ヤンはハウを部屋から追い出した。
ハウは、ヤンが警察官になれないことを知っていた。
犯罪者が家系に居た場合、警察官にはなれないのだ。
仮に、ヤンが私生児でンガイ家との繋がりが薄いとしても、今のンガイ家の黒社会での力を考えれば、警察とてヤンを見逃すわけにはいかない。
しかし、ハウは自分達さえ、黙っていれば、もしかしたらそれを隠しとおせて、ヤンは自分の道を行けるのかもしれない。そう思った。
あの日…父が死ぬまでは。
歯車がいつ、狂ったのかは解らなかった。
いや、狂ったのではなく、これは全て巧妙に仕組まれた運命だったのかもしれない。
ハウは、父の死の一報を受け、自分の内で何かが崩れる音を聞いた。
締め付けられるような胸の痛みは、やがて…なんとも言えない高揚感に変わっていく。
そんな自分を可笑しいと思ったが、ドロドロとした欲望は、胸に溢れつづけ、それは、押さえていたヤンへの想いをも、思い出させてしまった。
「ヤンは黒社会のボス、ンガイクワンの息子だ。」
それをバラせば、ヤンは警察学校を退学になるだろう…。
そうなれば、ヤンを自分の手中にいれる事は、容易いかもしれない。
何度かヤンのポケベルに連絡を入れてみるが変事は無い。
ハウは、車のキーを腹心のロ・ガイに渡すと、直接ヤンの元へ向かった。
あれから、暫くして、ヤンは自分の所へ転がり込んできた。いとも容易く。
ヤンは案の定警察学校を退学となり、傷害を犯して刑務所に服役していた。
そんな若者の歩む道は既に決まっている。ヤンは警察官になど、もうなれない。
もう、彼は自分の手に落ちたも同然だ。ハウはそう思った。

三叔に手をまわし、適当に軽い罪をつけてその刑務所に送りこむ。
黒社会でも確固たる地位をもつ三叔は、無論、刑務所内での権限も強い。
三叔ならば上手いことヤンを守り、そして引きこんでくれるはずだ。
そして、ヤンは出所してすぐに三叔の元にやってきた。
それは即ち、ハウの元へやってきたのも同然である。
ヤンはその日、三叔の後について、初めてンガイ家の敷地に入った。
それは、理想的なほどの豪邸だった。
自分と母の暮していた、あの小さな部屋とは大違いだった。出来れば、一生来たくは無かった場所。
出迎えたハウはそのままヤンをハウの自室と化している書斎に連れて行った。
「ンガイ家の一員として、私の弟として…お前を歓迎するよ」
立ち尽くしたまま部屋を思わず見渡すヤンに近づき、

ハウは彼を抱きしめた。
ヤンは思わず、身を堅くしたが、抵抗はしなかった。
この場に三叔もロ・ガイも居るからだ。抱擁程度を変に突き放す方が可笑しい。
ハウはやっと、手に入れることの出来たその温もりを、思う存分に抱きしめる。
それは、歪んだ感情だと解っていた。
ヤンの母の見舞いに行ったあの日、
初めて観た自分の弟。
目を合わせると、さっと逸らしたが、それ以外では、
自分を憎しみの目で睨みつけていた、
あの深く寂しげな瞳を見た瞬間、それを手に入れたいと、そう願ってしまった。
今、ヤンの温もりがハウの腕の中に在るのは、間違いのない現実だった。
「ヤン、お前は…私を今でも嫌いか?」
ヤンを抱きしめたままそう耳元で呟く。
「…」
ヤンがその質問に答えないままで居ると、
ハウは軽く微笑み、ヤンをみつめた
「無理はしなくていい。お前にとってココは一番嫌いな場所だろう。だが、いつか父を許す事ができるなら、居間にある霊牌に手を合わせてくれ」
そう言って、ハウはヤンを離すと、三叔に下がる様に命じた。三叔が下がると、ハウはゆっくりと部屋の奥にある席につく。
「この世界に入るには、色々と儀式があるのだが…我々は血の繋がった家族だ。それも今すぐ必要あるまい。そのうちにな。だが、酒くらいは軽く酌み交わしておきたいとおもってね。」
ハウがそう言うと、既にロ・ガイが酒を用意し、持ってきた。
ヤンは、グラスを躊躇いがちに手に取る。
それを見たハウは、先ほどのように優しい笑顔を浮かべ、ヤンを見つめると無言のままグラスをヤンのグラスに合わせた。
硝子の音が一瞬だけ軽く響く
そして、ハウはそれを一口含んだが、ヤンは唇を湿らせただけだった。
しかし、ハウはその事に気がつかず、満足げに微笑むと、立ちあがり、ヤンに近づく
「…？」
思わずヤンが怯み、足を後ろに一歩出すと、何かにぶつかった。
振りかえると、何時の間にかロ・ガイがそこに立って居た。
「お前はこれから三叔の下についてもらう事にしよう。本当は直接の私の部下でもいいのだが、三叔の元についていた方が何かと勉強になる。そして、いずれ私の腹心として彼の跡を継いで欲しい。」
ハウはそう言いながら、ポケットから何かを取り出し、ヤンの左の頬から耳にかけて撫で上げる様に手を触れた。
思わずビクリと震えたヤンの躰をロ・ガイが後ろから押さえつけた時、
カチン
少し大きな音がヤンの左耳で響き、小さな衝撃と痛みがヤンを襲った。
「あっ」
ヤンは思わず声をあげて自分の左耳に手を運ぶ。
指先に、金属の感触。
それは、ピアスだった。
「私からのプレゼントだ」
突然の事で、まだ動揺しているヤンの唇に、ハウは口づける。
「うっ…ん」
思わずヤンが躰を捻り、首を逸らして抵抗しようとしたが、ロ・ガイに押さえつけられたままでは上手く行かない。
ハウは瞳を閉ざさないまま、そんなヤンを面白そうにみつめ、そして上目使いでヤンを押さえこんで居るロ・ガイをみつめた。
ロ・ガイはその視線に気がつくと、そっと自分の視線を逸らした。
ハウはそれを面白そうに眺めて、唇を離す。
「ところで…お前はこの家に住むのは嫌だろうし、我々は構わないのだが、さすがに、母がちょっと神経質になるだろう…。もう、歳だからな。お前にとっても母の存在は気を使うだろうし。」
何事もなかったようにそう言って、懐の財布を取りだし、高額の紙幣の束を取り出す。
「暫くはこの金を持っていなさい。金が足りなくなったら言えばいい。お前はンガイ家の一員なのだから。」
ヤンは、目の前に差し出された札束を、本当は跳ね除けたい衝動に駆られたが、それをグッと押さえこみ、受け取る。
「…それじゃ、俺はもう、行きます」
搾り出すように、ヤンはそれだけ言うと、ロ・ガイを振り払い、そのまま部屋を駈け出て行った。
「ロ・ガイ…お前もヤンを頼んだぞ。」
ヤンの背中を嬉しそうに見送ったハウは、目の前に居たロ・ガイに近づき、その胸に顔をうずめた。

ロ・ガイは躊躇いながらも無言のままハウをそっと抱きしめる。
それに、ハウは満足そうに微笑むと、眼鏡を外し、彼に口付けた。
頂点に立つのは独りでいい。
けれども、地獄に堕ちるとしたら、ふたりの方がいい。
それならば…相手は、愛するお前しかいないじゃないか…

ヤン…
-------　一一九五年
ルクは九龍西署の多目的室で独り、煙草をふかしていた。
立ち上る紫煙が絡まりあい、上昇して行くのを眺めていた。
ウォンの部屋を出てから気を落ち着かせる為に、独りになりたかった。
四年前、ルクは署に移動になる前に警察学校で教えていた時期があった。
その時の首席はチャンウェンヤン。
自分が学校に居たのはそんなに長い間ではなかったし、ヤンを直接教えていたのも半年ほどしかない。
しかし、ヤンを忘れられないのは、ヤンが類稀な記憶力や洞察力を持ち、今までに居ないくらいに優秀な生徒だったからだ。
けれども、もうひとつ忘れられない理由は…
そんな彼の父親と異母兄が、黒社会の大ボスだったから。
彼のその出生の秘密がバレてしまった、あの日…
ンガイクワンの命日に、偶然に街で会ったヤンと一緒に行動していたのは自分だった。
今でも忘れるはずは無い。
ヤンが退学になった後、少しして彼が繰り返し刑務所に服役した事や、あんなに憎んでいた黒社会、ンガイ家の組織の一員になった事を知ったルクは独自にヤンの事を調べていたが、どうやらウォンが関係している事に気がついた。
まさか…
ルクの心に浮かんだひとつの答えに、一種、信じたくない思いが過る。
「ヤンに、ンガイ家の潜入捜査をやらせているのか?!」
ウォンにぶつけたその質問を、彼は肯定した。
ルクは、自分の耳を疑った。そして、親友を一瞬でも軽蔑した。
ヤンのあの性格を考えれば、警察を裏切る事はないだろう。それは信じられる。ヤンのあの能力なら最高の仕事をしてくれるはずだ。
実際、彼が退学になる前に行われた試験で、彼は最有力候補だとウォンから聞いていた。
しかし、今となっては、問題はターゲットが、彼の実の兄だと言う事だ。
確かに、ヤンはンガイ家を倦厭していた。だが、ソレとコレとは別問題だ。
幾ら黒社会を潰すためとはいえ、血の繋がった兄を逮捕させるだと？
そんな重荷をヤンに背負わせて良いのか？
実の兄を正しい道に向かわせるため？
違う、今のヤンは、復讐心に動かされているだけだ。
そんな精神で兄を逮捕させたところでヤンの背負う重荷は…。
他に、幾らでも適任者が居たはずだ！
そう、思ったところで、もう事態は取り返しのつかない事になって居る。
ルクは、胸に重く圧し掛かる暗いものと親友への怒りを堪え、窓の外の曇り空を見上げながら、煙草を灰皿に押しつけた。
鉄パイプが大きな音を立てて地面に転がった。
「動くなッ！」
警察の声と、パトランプの光りが騒々しくヤンとキョンを取り囲んでいた。
ブツブツと文句を繰り返すキョンと共に、ヤンは警察署の狭い鉄格子の中で座っていた。
キョンとヤンが初めて会った頃は、まだヤンが警察学校の生徒だった。
そう、警察学校生、最後の日の夜だった。それ以来の腐れ縁と言った所だ。
キョンはたしかにどうしようもない下っ端のチンピラだったが、何処か憎めない。
サムの下に就いていて、厳密には組織では一応はヤンの先輩と言う事になるが、キョンはヤンの事を二人の時は「ヤン兄貴」と言っていた。
「大体、これくらいの喧嘩くらい、ガキだってやるってんだよ。いちいち警察が出てくるんじゃないよなぁ。あーあーまたサム兄貴に怒られちまうかなぁ…」
キョンがそう言いながら仰向けに床に寝転がる。
ヤンはそんな事よりも、ガールフレンドのメイの事が心配だった。
メイの家で食事をしている時、三叔からの連絡で呼び出され、駆り出されて、そのままココに捕まってしまった。自分の連絡先はメイの所になっている。
きっと、もう既にメイのところへ連絡が行ってしまっているはずだ。
足音が近づいてきて、監視の警官が牢を開けた。
「二人とも、保釈だ。出ろ。」
「やった！」
キョンは喜んで外に飛び出して行った。
ヤンはそれを見て苦笑しながらゆっくりと外へ出た。
署のロビーで手続をしているメイを見付け、ヤンは俯き加減に視線を逸らした。
同じくキョンを迎えに来ていたサムは、ヤンとメイの二人の姿を見ると、
ヤンに軽く手を挙げただけの合図のような挨拶をして、キョンを連れて帰って行った。
「ねぇ、もう…辞めてよ…こんな事…」
消え入りそうな、泣きそうな声で、メイはヤンに訴えた。
「…ごめん」
ヤンはそれしか言えなかった。
もう、同じ会話を何度繰り返したか解らなかった。
ヤンがメイと合っている時、メイの家に居る時…
三叔からの連絡ひとつでメイを突き放して飛び出して行く自分。
「今日は、もう遅い、家に送るから、また、明日話しをしよう。」
ヤンがそう言うと、メイは小さく頷いて、歩き出した。
ヤンはこんな日々に、もう、限界だと、何度ウォン警司に訴えたか解らない。
いくら、警察官になる為とはいえ、限界はある。
しかし本当に辞めるわけにもいかず、「あと三年」という不確かな希望だけを頼りに、
ヤンは毎日を過ごしていた。メイだけが心の支えだった。
それでも、彼女に自分の本当の正体を話すわけにはいかない。どれだけ愛していても、信じていても…。イザと言う時メイを危険に巻きこむだけだからだ。
「私達、もう別れましょう…」
その日、メイは付き合ってから初めてその言葉を口にした。子供を堕したとも…。
彼女も、もう限界だったのだ。ヤンは最近、彼女の泣き顔しか見ていないことに気がつく。
彼女のためを思うなら、自分と別れるべきなのかもしれない…
どうする事も出来ない怒りのままに、ヤンはその感情を物にぶつけた。
そして、ヤンは、彼女の言葉を、受け入れた。
強烈な苦味が鼻腔を通り、口の中に広がる。
白い粉は急速に体液に溶け、ヤンの体内を浸蝕しはじめた。
「注射器は躰に痕が残るから使うな。炙るのも香が部屋に残るから駄目だ。使うのは上物だけにしろ。後々癖になりにくいからな。」
ハウは最初、ヤンが薬を使う事を嫌っていた。
ヤン自身も出来るなら薬を使いたいなんて事は思っていなかった。
だが、それは黒社会に居ながらにしては通れない道だった。ならばいっそ、コントロールだけは出来るようにしておこうと思った。最初に薬をやった時は、ハウに隠れてだった。しかし、そんな事を隠しとおせるわけが無いのだ。
そして、ハウは先の三つの条件を出し、自ら、薬をヤンに渡してやった。
女でもあるまいし、ヤンは躰に傷痕が残る事など、どうでもよかった。
小さい時からの細かい傷跡を数えたらキリがない。今更注射痕くらい…男とはそういうものだ。
だが、ハウはそれでも傷を増やすなと言う。
黒社会に居ながらにしてそんなことは大抵無理な話だが、たぶん、不可抗力で出来るものはともかく、ヤンが故意に躰に傷を増やす事を嫌っているのだろう。
ベッドの上で、無造作に四肢を投げ出して仰向けに倒れこんでいるヤンを、ハウはベッドサイドに置かれた椅子に腰掛け、酒を呑みながら眺めていた。
薬がヤンの躰を回り始めているのを見ながら…。
ヤンはさっき、女と別れたばかりだった。
ハウは自分でも可笑しいと解っていた。ヤンは普通の男だ。女くらい居る。自分にだって妻子が居る。
しかし、ヤンが女の家に行っている事が解る度に、わざと三叔に命令し、ヤンを仕事に駆り出した。
その代わり、ヤンが捕まっても自分たちは一切保釈に関わらなかった。
だが、ヤンの方にもンガイ家と少しでも距離を置きたかったのか？
実際、捕まったときに、ハウ達に保釈の連絡が来たことはなかった。
ヤンに初めて薬を渡したのも、裏で自分が関わっている事を知ったら、ヤンはどう思うだろう？
ハウは手下達に薬を使うことは表向きには許していなかった。薬に冒された状態で何か面倒な事を起されては困るからである。
だが、ハウは薬の取引に重要な毒味役を育てる名目でヤンに薬を覚えさせるように手をまわした。
我ながらイヤラシイ手だと思った。商売女を逃がさないためのありふれた汚い手。
薬に犯された躰になれば、マトモな生活に戻れるはずが無い。
そしてヤンをそうしてまで、自分の元へ置いておきたかったのだ。
「私と話しをするのは苦痛か？」
昼間、そう聞いた自分に対して、ヤンは曖昧気味に返事を返しただけだった。
ベッドに倒れこんで薬が回り始めたヤンの横に腰掛ける。
「…ぅん」
ヤンは、既に回り始めた薬に身を震わせた。
ベッドサイドの薬の袋に目をやる
「カクテルか」
どうやら、ヤンはコークの他に何か媚薬のようなものを混ぜたらしい。
「ほら、抱けよ。俺の躰を抱きたかったんだろ…。その為に俺を呼んだんだろ。」
そういいながら、ヤンは初めてハウに抱かれた時のことを思い出した。そして、
ああ、そうか…もう…
ある事を思い出したのだが、ヤンの方は、苦笑し、もうそんな事はどうでもよくなった自分を自嘲した。
そう、今は薬に冒された躰を、満たしてくれる刺激さえあれば…
この、どうしようもない怒りと悲しみとを、一瞬でも忘れられる快楽があれば、それでよかった。
-------　二年前(一九九三年)

その日、ヤンがンガイ家に現れたのは、もう夜だった。
特に重要な用がない限り、あまりこの家には近寄らないようにしている。
潜入の仕事なら、この家に近寄らなくても充分にできていた。
三叔の元で、車の密輸やら、売春の斡旋…。そんな事を繰り替えず日々。
今日はどうやら、ハウ以外の家族は仕事やら旅行やらで居ないらしい
ヤンは内心ホッとしていた。
この家に出入りする様になってから、だいぶ経つが、未だに慣れない。
今日は金銭の事で用があり、やってきたのだが、家の何処にも、灯りは点いていない。
「誰も居ないのか・・・」
明日の朝でもいいや…。そう思って、退き返そうとした時、書斎の窓に人影のようなものが見えた気がした。
「誰だろう？」
ハウやロ・ガイが居るなら灯りをつけるはず…
「？」
やはり誰も居ない。
ヤンは、さっさと退き返してしまおうかとも思った、が、上の方から僅かに聞こえる話し声に気がついて、
そっと部屋の中央の階段を昇り、ロフトに近づき、中の様子を伺う。
「…んっ…」
やけに艶っぽい、聞き覚えのある声が、聞こえてきた。
そして…見覚えのある二人の影が絡まっていた。
華奢な男の肢体は淫らに乱れ、壁にもたれて足を広げ、その間にもう一人の男が顔をうずめていた。
「----？！」
思わず漏れそうになった声を、両手で口を押さえつけて防いだ。
そして、反射的に音を立てないように家を走り出た。
ハウと…ロ・ガイが…？！
混乱する思考を落ち着かせようとしたが、落ち着くはずが無い。
どうやって自分の部屋に戻ってきたのかさえ解らなかった。
ヤンは、冷蔵庫からビール瓶を取り出して、あおる様に飲み干す。
しかし、一瞬だけ垣間みえたハウの快楽に上気した表情の横顔が浮かび、
ヤンはよく解らない、苛立ちと共にビール瓶を壁に投げつけた。
ブー…
インターホンが鳴る。
嗚呼、今は誰にも会いたくないのに・・・。
それに、もう夜遅いのに・・・。
来客に少しイライラしながら、ドアに向かった。
「誰？」
ドアの向こうに問い掛けると、
「私だ。」
今、一番聞きたくない声が返って来た。
「？」
驚きと動揺で少し上ずりそうになる声を押さえる。
頭の中に浮かぶ先程の情景を必死で追い払いながら、平静を装っていつものとおりにドアを開けた。
「悪いな、こんな時間に。お前に渡さなければいけない金があったはずだが、取りにこないようだったのでね…。」
そう言ってハウは笑顔で部屋に上がりこんだ。
そんなハウのいつもと変わらぬ表情に
…あれは、見間違い？
とさえ思い、胸の鼓動も静まった。
「ところで、ヤン…」
突然ハウはヤンに切り出した。
「え？ハイ？」
少しびっくりしたヤンは、我に返ったように返事をした。
ハウは、そんなヤンを見て、少し苦笑した後で、表情を少し緩めて、声は穏やかに、言った
「本当は今日、さっき家に来ただろ？」
…ドクン
ヤンは心臓が絞めつけられる様な感覚の後に、一気に身体中の血が引いていくのを感じた。
まさか、ハウの方から話題に出すとは思っていなかった。
「あ…は…はい…」
返事をしてヤンはなんとなく気まずそうにハウから視線を逸らした。
「声もかけずに帰るとはな…。」
ハウは軽い口調で更に続けた
「驚いたか？」
笑顔で聞いてくるハウに、少し怖いものを感じながら、ヤンは必死で逸らした視線を戻して言った
「いえ…。今じゃ、男の同性愛は合法化していますから…」
そういった人種への差別は無いという風に取り繕ったが、今までハウの自分に対する視線に感じていた一種の熱が、自分の気のせいではなかった事に気がつき、ヤンは動揺していた。
ハウが今まで自分にして来た口付けの意味する所は
自分が思っていた最悪の意味を持つ事も…。
ハウは自分と違い、何でも持っていた。
親、兄弟、優しそうで美しい妻も、可愛い子供、表向きにも成功している仕事。
それでいて、自分をも欲している。
欲深い男だと思った。そして、吐き気を覚えた。
確かに兄に嫌われない様にする事は大事だとは思う。
だが、それとこれは別だった。
「人の愛を法律で左右する事は可笑しい事さ」
そう言って、ハウはヤンに近づいた。
思わず、ヤンは後ずさりする。
しかし、ハウはそれに対し、ゆっくり近づきながら微笑む。
「お前の女、たしか…メイ…とか言う名だったな？」
突然ハウの口から紡がれた名に、ヤンは一瞬にして怒りの表情を浮かべ、殴りかかる勢いで怒鳴った
「メイに、何かするつもりなのか？！」
それを見たハウは予測通りの反応だと言わんばかりに楽しそうにヤンを見た
「何もするつもりは無い…。女には手を出したくは無いのでね。」
=出したくは無い=ハウはそういった。それはつまり、場合によっては出すという意味。
ヤンは、血が滲みそうなほどに唇を噛み締め、拳を握る。
「いくら…アンタでも、そこまで…」
怒りに震えたヤンの声に、ハウは遠い目をして、小さな声で呟く
「…私は…方法を知らない…」
「え？」
何を言ったのか、きちんと聞き取れなかったヤンは聞き返したが、ハウはゆっくりと自嘲の表情を浮かべ、軽く首を横に振り、そしてヤンをみつめた
「つまりは、全てお前次第だ。」
その言葉に、ヤンは怒りを呑みこむ様に、絶える様に目を閉じる。
ハウは、そっと腕を伸ばしてヤンの頬に触れた。
「お前は、たぶん、お前の母親によく似ているのだな…」
そう言って、頬を撫で、指先が唇に触れた。
その刺激に、ピクリと敏感に反応してヤンはギラついた眼をハウに向ける。
ハウは一瞬、その視線に怯んだが、ヤンの胸倉を掴み上げ、顔を寄せた。
「ヤン、お前は私のものだ。お前は私の大切な弟だからな。」
行為とは裏腹の優しい声で囁く様にそう言ったハウに、ヤンは冷めた視線を返す
…よく言う。とヤンは思う。
これから血の繋がったその大切な”弟”を彼は組み敷き、躰を重ねるのだ。
それが、どんなに滑稽な行為なのか、この兄だという男はわかっているんだろうか？
しかし、ヤンはそれでも抵抗はしなかった。
その時、ヤンにメイの為だけではない、何かが胸の奥に小さく闇の影を落した。
胸の鼓動が、甘く、疼く。
長い事、お互いの存在をしらなかった兄弟だから、血の繋がりというのを言葉だけでしか実感できる事がなくて…
そして、恋愛感情からではない…ただの肉欲…
しかし、もちろん今でも跳ね除け、逃げ出したい事もあった。
男としての…意地もプライドも…何もかもズタズタにされる気がした。
だが、そんな事はもう、どうでもいいように思う。
プライドや意地は…もっと別の場所にあるからだ。
それは、後戻りの出来ないとても暗い闇に転がり落ちる行為だと知っている。
だが、この"兄"を追い詰めるためなら、御安い行為だ。
そう、思う事で、自分の闇を誤魔化す。
「俺を…抱いてくれよ。さぁ…。」
挑むような眼でハウを睨みつけるヤンは、そう言って、自らシャツの前を肌蹴た。
SEXくらい、させてやる。
ハウは、そのヤンの視線にゾクリと背をかけ上がるものを感じる。
あの視線だ。自分を睨みつける。孤高の悲しみを秘めた視線。
ハウは満足そうに微笑むと、ヤンの唇に、噛みつく様に自分の唇を重ねた。
ヤンの部屋の…狭いベッドの上に、二人はもつれる様に倒れこんだ。
ハウの手が、ヤンのジーンズのジッパーを下ろして、股間に滑るように進入してくる
「はぁ…っ」
ヤンがその感触に思考が霞むように乱れて、吐息が漏れる。
「嫌なわけ…ないよな」
手の中のモノの感触に満足したように、ハウはヤンの耳元で囁いて、堅くなり始めたソレを揉みしだくように動かし始めた。
耳元にかかるハウの吐息と、躰にかかる彼の重み。
そして急所への刺激に、思考は完全に乱れて、躰が反応する。
そうなると、もう押さえがきかない。彼に与えられる刺激と快楽を・・・求めてしまう。
ココロの隅で「汚らしい。薄汚れている」という声が聞こえても、この刺激に反応してしまう。
自分の躰が、実は淫乱なのだと、どこかで解っていた。
シャツをめくり、ハウの舌が、胸の先端を転がし、唇で挟んで吸い上げる
「あ…っ…」
腰が浮き上がるように反応すると、
下着の上から硬くなったモノを弄んでいた手を離し、ジーンを剥ぎ取る。
ハウはヤンの脚を割る様に自分の片足をさしこむ。
そして、下着の中に手を差し込み、直接触れ、その先端の

一番、敏感な部分を指の腹で撫で始めた。
先走りの透明な液が滑りを良くし、ヤンはその感覚にビクビクと反応してしまう。
脚を閉じようとしても、ハウの脚が挟まっていてそれも出来ない。
「あ…やめ…ろ…」
軽く爪を立てて鈴口の溝をなぞりながら、
胸の先端の突起を軽く歯を立てて口に含んだ。
「は…」
それらの刺激に絶える様に、ヤンはシーツを握り締めた。
「随分と、敏感だな」
ハウは満足そうに言うと透明な粘液を指先に絡めて手を離しヤンの目の前でその指を舐める。
そしてその指で、今度はきつく閉じられた唇を割った。
「…ん…んっ」
「さて、これからだ」
ハウは嬉しそうにそう言うと、指を唇から抜き、自分でも軽く舐めて湿らせてから、もう一度下着に手を差し込み、そして、奥に触れた。
「ぁ…」
ヤンは小さく、驚く様な声をあげ、腰を引いて、その感触から逃れようとしたが、ハウはそれを追い、そのまま、ゆっくりと柔らかくなるように揉み解していく。
「大丈夫。痛くはしない。」
囁く様に優しい声で、ヤンの耳元でそういい、空いた手でヤンの頭を抱いた。
そして、ゆっくり指を進入させにかかった時、
ヤンは、無意識のうちに、腰を浮かした。
それは指を迎え入れやすくするために躰が反射的にとった反応だと、ハウはすぐに察した。
男に、馴れた躰だと…
「まさか…」
思わず驚いたハウのその呟きに、ヤンはハッと我に返った表情をし、ハウから逃げる様に首を逸らした。
「お前、男に抱かれるのは、初めてではないな」
そう驚くハウに、ヤンは投げ捨てる様に言う
「…俺の経歴考えてみろ。それだけだ。アンタみたいに、綺麗な経歴じゃないんでね。それとも、こんな弟とはヤる気がうせるか？」
不利な立場だと知りつつ反抗的な態度を取ってしまうのはヤンの癖。
ハウは、一瞬のうちに思考を巡らせた刑務所では三叔がヤンについていたが、三叔が入所したのはヤンが入所した後のことだ。
その間に何があったかは解らないし、ハウには知る由も無い。
ヤンは喧嘩は強い方だったが、無敵ではない…。
いや、警察学校時代かもしれない。
それに、もちろん、お互いに同意の上という事もありうる。
しかし…そんな考えを巡らせた自分に、ハウは自己嫌悪した。
ヤンの過去が気にならないというのは嘘になる。
自分だって、ヤンの思うほど綺麗ではない過去もある。
今、胸に巣食う過去への嫉妬心を振り払う様に、そして、ヤンを愛しむように…、優しく微笑むとヤンのその唇に自分の唇を重ねた。
-----------

ハウが、ヤンの中に深く進入すると、ヤンは腰を揺らし始めた。
頭の中が真っ白になっていく。
ただ、与えられる刺激と、快楽を求めて、躰が淫らに反応する。
薬を使っていようが、いまいが、それは、今も昔も変わらない…。
本当はもう、ハウに抱かれるための"理由"や"意味"は失った。
けれど、それでも…ハウに抱かれる事を拒まない自分がそこにいた。
その事にハウは何も言わないし、何も聞かない。
触れてはいけない、傷の様に。
完全にハウの罠に嵌った事にヤンは気がついた。
いや、そんなことは初めから解っていたのかもしれない。
二年の間に、変わってしまったのは自分。
今でも黒社会や、ンガイ家に対する憎しみを捨てたわけじゃない。
捨てられるわけが無い…でも………
だが、ヤンはそこで、思考する事を止めた。
もう…どうでもいい…。
そして、どこか遠くで、ヤンの思考でハウの声が響いていた
…愛しているよ…
しかし、その言葉がどう言う事なのか、意味を理解する思考はヤンにはもう無かった。
そして、遠くに聞こえるのはサイレンの音。
それはいつしか、ヤンの躰の中に響き渡っていた。
地下鉄の駅構内の隅のベンチで、新聞を広げている男の隣にヤンはさりげなく座った。
「特にこれといった情報はつかめてねーよ。あんまり呼び出すなよ。」
　ヤンは苛つき気味に小声で男に言った。
　男はサングラスの下から新聞に落していた視線を少しだけヤンに移し、すぐに新聞に戻して、言った
「最近、薬をやってるそうじゃないか。施設にぶち込まれたいか？」
「あんたに流す情報を掴むためだ。仕方ねーだろ、ウォン警部」
　ウォンはそう言われてひとつ溜息をつく。
「たしかに情報は欲しいが、何をしてもいい訳じゃない。それでヘマさえしなきゃいいが、イザと言う時に庇いきれないかもしれんぞ。特にお前はただでさえ暴力的だからな。すぐに傷害を起すし…」
　説教モードに入ろうとするウォンに、ヤンはチッと舌うちして彼に聞こえないくらいの声で呟く。
「…俺の気持なんか、考えた事ねーくせに。」
「何だ？」
　聞き返したウォンに、ヤンは「なんでもねーよ」と投げやりに言ってから、
「来週、ハウの娘の誕生パーティに呼ばれている。”関係者”が勢ぞろいだ。俺が薬の味見をやらされてるのも、たぶん新しいルートを開くためだと思う。何か情報がつかめると思うから、連絡する。」
　そう言って、ヤンは立ち上がると、人込みにまぎれていった。
　そんなヤンの背中が見えなくなるまで見送った後、ウォンはヤンが消えた方向を暫く見つめていた。
　ルクの言葉が胸に甦る。
「ヤンに実の兄貴を逮捕させるのか？」
　確かに、ヤンにとっては重荷かもしれない。
　だが、ヤンはウォンに言った
「逮捕してみせる」
　と…
　それはヤンの決意だった。
　警察官…善人であるための、ヤンの決意だと、ウォンは信じた。


　暫く人込みの中を、人を縫う様に歩いていたヤンは突然背後から肩を掴まれ、
「--　？！」
　ヤンが振りかえった瞬間、強烈な衝撃が鳩尾を襲って、
　ヤンは視界と意識がブラックアウトしていった。


　吐き気がして眼が覚めた。
　しかし、視界は真っ暗で、躰が思うように動かなかった。
　金縛りかと思ったが、実は拘束されているのだと、ヤンはすぐに気がついた。
　視界は周りが真っ暗なのではなく、目隠しをされているからで、声が出ないのは、布を噛まされているから。手は後ろ手に縛られ、足も縛られて、冷たいコンクリートの床に転がされている事に気がつく。
　自由になろうと、もがいて、身体を動かそうとしたが、力が上手入らなかった。
　目の回るような感覚と、軽い吐き気。背が痺れるような疼き、そして苛々感。
　薬の軽い禁断症状だった。いつも量はセーブしていた。これくらいの禁断症状、どうって事はない。
　しかし、この状態では自分にとってはマイナスだった。冷静な判断力が欠落している。
　逆に薬を打った方が、まだ頭が冴えるってもんだ。
　そう思って、ヤンは心の中で苦笑した。
　このままじゃ本当に薬に溺れちまう。----俺は、警官だ。
そんな事を考えていると、不意に人の気配。二…いや三人分の足音。
「眼が覚めたらしいな。」
　起き上がろうともがくが、うまく起きあがれない。そればかりか、軽く腹を蹴られた。
「悪いな。この間のお返しをさせてもらいたくってな。今日は薬でキめて来たから負けね-よ。」
　…この間、街でシメた薬中の奴等か…
　ヤンは、しまった。と思った。マトモな奴等ならともかく、薬をやってる奴は、何をしてくるか解らない分、何よりも、アブない。


「サム兄貴～」
　息を切らしてキョンがサムがいつも居るサムの息のかかった飯店に走りこんできた。
「なんだ？」
　サムはかけ込んできたキョンに近くにあったコップを取り、水を注いで渡してやる。
「ヤ、ヤンが…。この間…サ、サム兄貴に言われて…シメた薬中の奴等に、拉致されました…。さっき、街で見かけて、そしたら、いきなり…いきなり…」
　呑むと言うよりは浴びるように水を咽喉に流し込んだキョンの報告を聞いて、サムは溜息をついた
「わかった。何とかしてやるから、お前は誰にも言うなよ。特に三叔に知られたら困るからな。」
　この間シメさせた三人はサムの下に入った新人だった。
　また面倒を起されては、新人の教育が成ってない自分の責任になってしまう。
　ましてヤンはハウの弟だ。ヤン自身はそのつもりは無いらしく、むしろそれを嫌っている様にも見えるが、ハウが大事にしているのは周知の事実だし、そのヤンを下手に扱えば自分の身も危ない。
「お前も、とりあえずここに居ろ。独りで外に出るんじゃないぞ」
　そう言って、サムは携帯電話を手に店を出て行った。

「もしもし？」
　ラウは非番中にかかってきたサムからの連絡に、半ば面倒くさそうに出た。
「ラウ、悪いが、警官として仕事してくれないか？」
「はぁ？」


　何度か自由のきかない身体を蹴られた後、ヤンは上半身を起された。
「あんた、顔の半分が隠れてても結構上玉の顔をしてるの解るよ。」
　一人がそういって、ヤンの着ていたシャツの袖を乱暴に破り、
のこる二人がヤンの身体を更に抑えこむ。
　剥き出しにされた腕に、鋭利な痛みが加えられ、それは脳天まで走り抜けた。
「…う…ぐっ…」
　その痛みに思わずヤンは呻き声を漏らす。
　そして、次に襲ってきたのは、脳内が浮遊する様な倦怠感。
　閉ざされた視界がぐるぐると回り、極彩色の花火がチカチカと爆発する。
　…薬だった。
　しかし、それはいつもヤンが使用している薬とは何か違う感じがした。
　頭が冴えるわけでもなく、気持がハイにもダウンにも入るわけではない。
　ただ、感覚が異様に鋭くなっていくのをだけはハッキリと解る。
　誰かの手が、ヤンの首筋に触れた瞬間、ヤンはビクリと身体を震わせた。
　そして、それを見ていた彼等が、笑い声を上げたのを、ヤンは虚ろになっていく意識の中で聞いた。


「--で、俺は何をすればいいんですか？」
「うちの下っ端を適当に逮捕なり殺すなり好きにしてくれ、但し、あくまで俺とは関わりの無い事件としてな。下手に俺が出て行くわけにもいかない状態で。お前に頼みたいんだよ。」
「解りました。他に何かありますか？」
「一番重要な頼みがある。一人拉致されているのが居るからそいつを助けて欲しいんだ。ただ、それと今回の事件とは全く関係無い事として欲しい。」
「つまり、事件を偽装して…事件をひとつ無かった事にしろと言う事ですか？」
「そうだ。拉致されてる奴の正体を今は言えないが、頼んだぞ。」
「…なんとか出来るとおもいます。」
　そう言って、ラウは電話を切ると、車のキーを掴んで外に走り出てエンジンをかける。
　あまり、大事にしたくなさそうなサムの口ぶりから、ラウは　　　　独りで行動する事にした。
　報告書にはなんとだってかける。
　彼等がよく堪り場にしているという廃屋に到着すると、ラウは、腰の銃を確認した。
　そしてふと、気づく。銃を撃つことにも、人を殺す事にも、いつのまにか慣れきっている。
　殺してしまうのが一番早かった。どうせ相手も銃を持っている。薬もやっているみたいだし、正当防衛成立だ。


　ヤンは、遠くに何発かの銃声を聞いて遠のく意識を自ら呼び戻した。
　しかし、それが銃声だと気がつくのに、時間がかかった。
　ちきしょう。こんな事ぐらいで…
　口に嵌められた布を噛み締め、意識だけは何とか保っていようと、頑張ってみるが、襲ってくる不快な感覚に気を失いそうになる。
　もしくは、この感覚のままに流され、狂ってしまえたらとさえも。
　身体の血管の中を虫が這うような、痺れる感覚。
　その血液が身体の中心へと炎のような熱さで集まり、鼓動が否応無しに跳ねあがる。
　そして、痛めつけられて傷ついた個所が、痛覚ではなく、妙な快感にさえ感じる。
　

コツ…
近くで耳に届いた足音にびくつき、ヤンは反射的に身を屈めた。
「サム兄貴に頼まれてきた。あんたは何も心配しなくていい。今、なんとかしてやるからな。」

銃を仕舞いながら、ラウは目の前に倒れているヤンに話しかけた。
結局全員殺した。万が一に偽装の為に持ってきた薬を彼等のポケットに押し込むまでも無く、彼等は既に薬を打っているところで、多量の薬が散らばっていた。あまりに簡単だった。
　後は、この目の前の男をどうにかすれば終わりなんだが…
　現場は暗く、遠くの明かりが点し込むだけであまり男の容貌は解らなかったが、どうやら薬を打たれているらしい事に気がつく。
　まぁ、どこか安全な場所に隔離して、薬が抜けた頃にでもなんとかすればいいか…
　と、ラウは考えを巡らしながら、屈みこみ、先ずはヤンの口に噛まされている布に手をかける。
　後ろでしっかりと結ばれていた布はヤンの唾液を吸い、重く、堅くなっていた。
「ゴホ…ッ」
　布が外れた瞬間、ヤンは咳き込んだ。そして、荒い呼吸を繰り返す。
「おい、大丈夫か？」
　そう言って、ラウがヤンを抱き起こそうと、ヤンの背に腕を回して上半身を起した時だった
「あ…ああ…っ…」
　乱れた呼吸の中に微かに熱を帯びた喘ぎが混じった。
「え…？」
　ラウはその声に思わずドキリとする。
　そして、腕に抱いたヤンの身体が熱く、頬が上気している事に気がつく。
　何かに耐えるように震え、拘束された脚が、時折、足掻く様に動かされ、落ち着かない。
　ふと、側に落ちていた小さな瓶を拾い、目を凝らしてラベルに眼をやった。
　最近街で出まわっている媚薬の類で、ラベルは表向きは一応は合法のドラッグだが、中身は間違い無く違法のモノだと最近、署でも取り締まりの対象となっている薬だった。
「く…っ…ぅん…」
　腕の中のヤンが歯を食いしばる様にして身を動かした。
　ヤンがあまりに強く唇を噛み、そこから赤い血が軽く滲む。
　すると、それを見た瞬間、ラウの心臓は高鳴った。
「はあっ…」
　ヤンの熱を帯びた吐息が唇から漏れた。
　その震える唇に、ラウは無意識のうちに自分の唇を近付ける。
　ラウが、自分のそれにヤンの唇の熱さと微かな鉄の味を感じた
　…その瞬間
「…ご苦労様、警察さん。」
　背後からの突然の声にラウはビクリとして振りかえった。
　男が、二人立っていた。顔は良く見えないが、一人は細身でもう一人は背が高く体格も良い。
「そいつはいつも私に心配をかけるのだよ。」
　細身の男がそう言うと、此方へ近づいてくる。ラウは、そのまま、身動きがとれなかった。
「あ、あなた…は…、ンガイウェンハウ…」
　近づいて来た男の顔を見て、ラウは益々凍りついた様に動けなくなった。
　別にこの男が怖いわけではない、むしろ戦えば自分の方が強いだろう。
　しかし、見た目とは裏腹に、何か言い知れぬ雰囲気を、この男はまとっていた。
「安物の薬でイけるなんて、見苦しいな…」
　そういって、ハウは、ラウの腕の中のヤンの胸倉を乱暴に掴んで自分に引き寄せると、なんの躊躇いも無く、噛みつく様にヤンの唇に自分の唇を重ね、そして床に落す様に其の手を離す。
　ヤンは、その衝撃に苦痛の声を漏らした。
「これは、とって置きなさい、後はよろしく頼むよ。」
　ハウは、そう言ってラウの胸ポケットに札を数枚押しこんだ。と、今度はハウに付き添ってきた男、ロ・ガイがヤンの身体を抱きかかえて持ち上げる。
「失礼…」
　ハウは、そのままヤンを連れて、ラウの目の前から消えた。

　ラウはサムに連絡してから署に戻り、良く出来た報告書を書き上げて、軽く背伸びをした。
　サムにハウに会ったことは黙っていた。たぶん、言わなくても大丈夫だろう。
　ハウに、今回の事くらいでサムをどうにかするつもりはなさそうだったし…
　しかし、俺はあの男の父親を殺したのだと、思い出して、少し背に寒いものを感じた。
　そんな感情は初めてだった。普段、捜査対象として見ているハウと、今日見たハウは
　まるで別人の様だった。それは、あの拉致されていた男のせいだろうか？
　あの、自分と同じ位の男は…誰だろう?　現場の暗さと、目隠しで、顔があまり解らなかった。
　何処かで見たような気もする。
　まぁ、ハウと繋がりのある人間ならば、いつか再会するかもしれない。
　そう思いながら、ラウは架空の報告書を手に、上司の元へ向かった。


　ヤンはコンクリートの床に拘束された姿のまま放置され、バケツに入った冷たい水を頭から思いきり浴びせられた。
「ロ・ガイが、お前が拉致されるところを見かけてね…。しかし、無様だな。薬が抜けるまでそのままでいるか？」
　ハウの、冷たい声が少し離れたところから聞こえた。
　ハウはロ・ガイに顎で合図をして、もう一度ヤンに水をかけさせた。
　しかし、水を浴びせられれば浴びせられるほど、逆に身体が熱を帯びて行く様で、ヤンは咳きこみながらも、身体を駆け巡るその感覚を何とかしようと身を捩る。
「味見程度に薬を覚えろとは言ったが、溺れろとは言ってないぞ、しかも、安物の媚薬なんて、誰が覚えろといったんだ？」
　ヤンは、その声を聞きながら、歯を食いしばった。
　この男は、こんな時にかぎって…自分に触れる気配は無い。
　楽しんでいるのだ、麻薬と媚薬との熱に犯された身体を、高みから見物しているのだ。
　ハウの普段の、あの柔らかい物腰と、優しい笑みが、ヤンの閉ざされた視界に浮かんでくる。
　この笑みのまま、この男は残酷な事を考え、自分では手を下さない。
　ここは何処なのか解らなかったが、おそらくは、今この場に三人だけだという事は解る。
ハウが、近づく気配、そして、
「心配したんだ。無事でよかったよ。」
先ほどと変わって、優しい声で囁かれて、ヤンは思わず背を反らせて声をあげる。
「あ…っ…」
　その声を聞いたハウは、ヤンの濡れた髪を優しく撫でて言った。
「苦しいか？」
　髪の先までも感覚があるかように、短いその髪を撫でられる間、ゾクゾクと背を震わせる。
　ハウは、それをみて、ひとつ溜息をつくと、立ち上がり、
「薬が抜けるまでそのままで居ろ、イきたければ勝手にイけばいい。助けが無くてもイけそうだしな。」
　そう言って、ハウは立ちあがり、ロ・ガイにもう一度水をかける様に命令し、その場を立ち去った。
　ロ・ガイはハウの後姿を見送ってから、床で暴れて居るヤンに近づき、身を屈める。
　ヤンは人が近づく気配に、ハッと身を縮めた。
しかし、次の瞬間、

---　ヤンの熱っぽい唇は、ロ・ガイのそれに塞がれた。
それは一瞬の事で、そのヤンの驚きを余所に、ロ・ガイは立ちあがるとハウの後を追っていってしまった。
朦朧とする思考はハッキリとはしない。
だがこのときなんとなくロ・ガイの声が聞こえた気がした。
---　あの人を本当に助けられるのは、お前だ…。
けれど、ヤンがその真意を理解する事は、今は全く出来いままだった。
そして、気が狂いそうな時間を…熱く火照った身体を、冷たい水の上で、独り、暴れさせる事しか、できなかった。

子供達の笑い声が響く庭。
今日はハウの一人娘の誕生日だ。
親戚一同、関係者も集まっている。
一応、ヤンも、護衛という形なのか？
それとも家族の一員として呼ばれていたのか？
自分でもよく解らないが、この場に居るのは確かだった。
本家のハウ達の母…つまりクワンの正妻が居る前で、ヤンは少し緊張する。
顔を合わせたことが無いわけでは無かったが、お互い、他人としか思えない。
しかし、小さな子供達はそんな事情など知るはずもなく、無邪気に笑う。
ヤンはそれを横目に警備をするフリをしながら、ンガイ家を散策する。
今まで来た事が無かったわけではないが、こうして隅々まで観る事など滅多に出来ないチャンスだった。
ふと、ヤンがパーティの中心に視線を送り、ハウの動きを監視する。
が、ハウは娘に向けた、優しく、なんの屈折の無い、愛情の篭った笑顔のままヤンを見つめて、微笑み、ごく自然に、本家に来た、腹違いの”弟”を気遣っていた。
その内で恐ろしい計画を立てながら…。
先日のあの夜以来、ヤンは薬を断っていた。
薬がだいぶ抜けた頃、ハウはヤンに言った。
「正気に戻ったか？薬にだけは溺れるな。」
家の中にある父の霊牌を前にヤンは思う。
何が”正気”なのか…と。
こうして、恨みつづけた本家のパーティに形だけでも親類として参加し、毎日、他人を不幸にする為の算段に荷担する。
俺は…警官…なのに…。
パーティがひと段落した頃、三叔と共にハウの部屋に呼ばれた。
「私は、家族の望み通り、父の意思を継いだだけだ。全てはンガイ家の為だ。お前も、そろそろ…家を手伝ってくれないか？」
ハウはそう言って、ヤンに真っ直ぐな眼を向けた。
家…家族…
そう、繰り返される言葉。しかしヤンは実感が解らない。
ある日、突然現れた…観た事も無かった父親。
しかもマフィアの大物。そして、兄弟…。
唯一の家族だった母の死。父親が居なくて苦労した末に…。
母親さえ居てくれれば、ヤンはそれで充分だった。幸せだった。しかし、母はちがった。気丈に振るまい、自分を育ててはくれたが、その苦労は計り知れない。
母が死んだ時に、こうも思った。
自分が居なければ、母はこんなに苦労しなかったんじゃないか？
けれど、母はヤンが居たから幸せだったんだと、そう…言っていた。
誰が悪いわけでもないのだと、本当は知っている。
しかし、解っていたところで、感情の部分でどうしようもないのだ。
父さえ死ななければ、こんな道を歩まなかったかもしれない。
そうも思う。けれど、それはもう思い描いても意味の無い…空想。
ハウは、三叔を下がらせ、ヤンと二人きりになった。
「まだ、兄さんや姉さん達にも慣れないようだな。無理も無いか…普段は顔を合わすことも滅多に無いし。けど、母さんはともかく、兄さんや姉さん達はお前を歓迎しているんだ。ヤン…。ゆっくりでいい、そのうち「兄さん」「姉さん」と呼べるようにな。」
忠　考　仁　義　
名前が自分がこの兄弟の独りだと…そう、言っている。
けれど、「陳」の姓を捨てるつもりは無い。
だから、ヤンはハウの事を未だに「ンガイ先」と呼んで居る。
ふつう、ボスに対しても「○○哥」と呼ぶのさえも、ヤンは拒み、彼を「ボス」と言っているのだ。
ハウの方も、それを知っていて、ヤンを「阿仁」ではなく、時々、人前では「永仁」と呼ぶことがある。
たかが、呼び方ひとつと思うかもしれない。
けれどそれさえも…ヤンにとっては壁だった。
ヤンは答える代わりに曖昧気味に頷いて、ハウから視線を落した。
そこへ、スッと、ハウの手が差し伸べられて頬に優しく触れ、そのまま撫でる様に肌を滑り、顎を捕らえられて上向かされた。
微かに温かい唇の感触。
「…地獄…か…」
唇が離れた瞬間、小さく呟くハウの声。
「え？今…なんて…？」
そう、問い掛けたヤンをハウはみつめる
しかし、その瞳は、ヤンを通りすぎ、何処か遠く暗いものを見つめていた。
「なんでもないさ。来週の取引には必ず、お前も来い。解ったな。」
ハウは、柔らかく微笑み、そう言うと、ヤンに背を向け、そのまま部屋を出て行った。
ドアの外に待機させておいたロ・ガイに、ハウは少しだけ疲れた表情を見せた。
「ロ・ガイ…。」
その名を呼んで誰も居ない廊下で、そっと彼によりかかった。
そして、彼を見上げる。しかし、そのハウの暗い瞳には、先程にも増した闇が広がっていた。
-------　七年前(一九八八年)

蘭桂坊に近い道端の一角で、彼はすこし慣れない手つきで煙草をふかしていた。
誰かを待っている風でもなく、ただ、そこに立っていた。
所謂「売り」や、ナンパ待ちでもなさそうで、本当にただ、そこに居るだけのようだ。
まだ、少年の面影の残る、細い面持ちはどちらかと言えば几帳面そうで、ゆるいカーブのついたくせ毛は彼を少し幼くみせていた。
服装と言えば、特に流行りの服装でもないが、ダサくもなく、清潔なイメージ。
場所柄、時々、擦れ違う、少し自己主張が派手なファッションのゲイ達とは正反対の彼に、振りかえる男達は多いが、先程から声をかける者が居ないのは、なんとなく、近寄りがたい雰囲気が、彼にはあったからだ。
暫くして、そんな彼に、独りの男が近づき、隣に立つ。
男は彼よりも少し年上に見える程度の青年で、彼とは反対に大柄で、少し強面の男だった。
男は煙草を咥えたまま、彼に声をかけずに、ただ、時折その彼を横目でみていた。
少しの間があり、先に声をかけたのは彼だった
「私を、買いたいんですか？」
彼の見た目とは裏腹のストレートな物言いに、男は少し驚いてから首を横に振る。
すると、彼は男に
「火を、くれますか？」
といって、彼は煙草を口に咥え微笑むと、煙草を咥えて少し背伸びをして男の顔にちかづく。
…それが、ハウと男の初めてのキスだった。
しかし、それ以上何かあったわけではなく、その日二人は名前も聞かず別れた。
そして、数日後…
ハウは先日、火を貰った男の事などすっかり忘れていた。
父、クワンに呼ばれたハウは書斎へと急いだ。
戸を開けて中に入ると、奥の机にクワンが座り、その手前に三叔が立って居る。
いつもの光景のその中に、観なれない人影がクワンの机の前に立っていた。
「父さん。何か用ですか?」
ハウはそう言いながら、クワンに近づくと、クワンは少し固い面持ちで言った
「お前に紹介しておこうと思ってね。彼は今日から家に入る事になったから。」
クワンがそう言うと、机の前の男が此方に振りかえった。
「あ…」
ハウは思わず、小さな声を漏らす。
それは、先日、蘭桂坊の片隅で火を貰った男だった。
しかし、男の方はハウを見ても、特に驚いた様子は無く、頭を下げると、手を差し伸べた。
ハウは、その一瞬で我に返った様に、平静を装う。
そして、優雅な動作で手を伸ばし、その手に触れた。
クワンはハウの驚きに気づかないままに、椅子に座ったまま言った
「最近は、何かと物騒だ…。私の目の黒いうちは良いが、外国の医大に留学している永忠はともかく、この香港にいるお前の身に何かあってからでは遅い。三叔も私の事業に就きっきりだからな。そこで、外部の人間を宛がうようで悪いとは思ったが、彼にお前のガードを頼もうとおもうんだ。彼は元々は三叔の下に居たんだが、中々見込みのある奴だ。ただ…理由はわからんが、声を失って居るそうだ。しかし、単なるガード役にそんな事は関係無いだろう。」
ハウは、ロ・ガイの声の事に少し驚いたが、気に留めることはなかった。
むしろ、お喋りで五月蝿い男などよりは、断然良い。
そして、クワンの話しを素直に聞くフリをして、内心で思う。
結局のところ、父は自分を見張らせる者が欲しいだけなんじゃないか?と。
確かに、父のやって居る仕事、立場を考えれば、外へ嫁いでしまった姉や、医者になった兄、幼い弟はともかく、もしかしたら父の跡を継ぐかもしれない自分を、誰が狙っているか解らない。
中国は政治的に揺れて居る。時代が変わろうとしている。
いずれ返還されるであろう、香港の裏で、確実に地位を固めつつある父の首を狙うものも少なくない。
だが、一方で、そうやって嫌が応でも自分を後継ぎにさせたいのだろうか？
どうやら父の意向で既に自分の将来の妻も決まって居るらしい。
父に特に反抗した事は無かった。自分もそれで良いと…思う。
家族が嫌いなわけではない。
一応、将来の事を考えた社会的地位のある進路…表の顔も考えて居る。
それでも、何処か、少年から青年に成長する為に必須の少し遅い反抗心が時々、自分を蘭桂坊や浅水湾へ向かわせた。
今、中国も、そして香港でも同性愛は犯罪だと知って居る。英国は紳士の国だ。
しかし、同志達はそれを一種のステータスだと思っていた。
何とも合い入れない、独特の---世界。
そこに入り浸る自分を、汚らしいとは思った事は無かった。
「次男のウエンハウです。宜しくお願いします。」
ハウは自分の手から離れる彼の温もりを感じながら、彼を見上げた。
自分は背が決して低い方ではない。
しかし、この男はそれ以上に大柄で体格が良かった。
ハウはそんな彼を見上げながら、心の中に小さな灯りが灯るのを感じた。
「はぁ…っ…」
ハウの形の良い唇から、熱を帯びた吐息が漏れ出すと、ロ・ガイは彼への愛撫を強めた。
ハウは男とは思えない優雅な動きをする指でシーツを掴むと、彼から与えられる刺激に溺れた。
父にも、叔父にも…誰にも秘密の二人だけの行為…時間。
「…ロ・ガイ…」
彼を受け入れながら、ハウは枕の下へ手を差し込み、何かを握り…それを取り出した
カチャ
鉄の音がして、ハウは自分を見下ろすロ・ガイのこめかみに銃口をつきつける。
その瞬間、ロ・ガイは動きを止めた。しかし、動じる様子はなく、顔色も変えない。
ロ・ガイのその表情をみたハウは、微笑み
「お前は、私のものだ。そうだよな？」
そう言って、銃爪を引いた
カチン
響いたのは　軽い空音
ロ・ガイは、返事の代わりに、彼の唇に深く口付けた。
それは、恋だと言う程には情熱的ではなく、遊びと言うにはあまりに滑稽で、だが、誰にも入りこめない世界だった。
それから二年程した、一九九〇年。
ある日、ハウは父に呼ばれ、書斎にいた。
「聞きたい事がある」
部屋に、父と二人きり。
父は家を、家族を蔑ろにするタイプではなかったが、いつも忙しく、こんな風に父と二人だけで話す事が、とても珍しくなっていた。
「なんですか？」
なんとなく、いつもと違う父の様子に、少し緊張気味にハウが返事をすると、最初、クワンは言いづらそうに口を開いたが、すぐに閉じた。
しかし、意を決した様にひとつ咳き払いをすると言った。
「おまえ、恋人はいるのか？」
予想外の質問に、ハウは驚いた
「え？…いえ…特には…」
思わずハッキリしない返答を返す。
「そうか…お前の婚約者は私が決めるつもりだ。その事を忘れてもらっては困るからな…。」
クワンはそう、いつもハウに言っている言葉を繰り返す。
しかし、それだけの事ならばわざわざココに呼び出す必要は無いのに、そう察したハウは、自ら切り出した
「何か、言いたい事が別にあるのではないですか？」
そう促すと、クワンは観念した顔をして、言いづらそうに言った
「…実は、お前とロ・ガイが…その…」
やはり、そうか。とハウは思った。最近、そういった”噂”がある事を、すでに本人達は知っていた。
だが、さすがに、可愛がっている実の息子に「お前はホモか？」とは、聞きづらそうなクワンに、質問を察したハウはハッキリと答えた。
「私とロ・ガイが主従を超えたように仲が良いと言う者が居るようですが、我々はそれをわきまえております。父はロ・ガイが特殊な趣味の持ち主で、主人である私に手を出したとあれば、彼には、死の制裁をせねばならぬと、そう言いたいのでしょう？それには及びません。私はそこまで子供ではありません。この世界では、根も葉もない噂を立てて失脚させようとする事は良くある事。それに乗ってしまっては、相手の思うツボです。ロ・ガイは私に忠実です。私を父の跡取りだろうと思っている者が、いまからロ・ガイを敵視しているのかもしれませんね。むしろ、それくらい彼は私に尽くしてくれている、優秀な人材と言う事でしょう。」
真っ直ぐな瞳で堂々とそう言い放つハウに、父親であるクワンは少し面食らったが、次には、頼もしいというように微笑むと「わかった。」とだけ言い、その話しを締めくくった。
それから、父は側に置いてあった上着を自ら取ると、外出の準備を始めた。
「どこへ行かれるのですか？」
ハウが問うと、クワンは少し神妙な面持ちで
「知り合いが、倒れてね…見舞いに行くんだよ。」
そう言った後に、少し考えてから、ハウに言った
「お前も…ついて来い。」
「はい」
突然に言われて、ハウは驚いたが、次にもっと驚く事を言われた。
「ついでに、お前の…弟にも会えるかもしれないしな」
「え？」
もちろん、それは永義の事ではない。
「お前には腹違いの弟が居ると、知っているだろう？」
そう言われて、ハウはハッとした。
以前、そんな話しを聞いた事があった。
父の愛人に子供が居ると。
その時は、弟の存在よりも、父に愛人が居る事が驚きで、今にして思えば、愛人くらいは男としてそれは理解できるのだが、子供の頃は、それは父への反抗心の糧にしかならなかったし、その時点で、見知らぬ弟への興味はさほど湧かなかったのだ。
しかし、今は違った。
ハウの裡に見た事の無い弟への興味が一気に湧きあがった。
-------

夜、パーティの余韻を引きずるように、子供達が寝た後も
広間では麻雀をする大人達の声が聞こえていた。
ハウは、そんな喧騒を避ける様に、書斎で机に向かっていた。
部屋の中にはハウのほかにロ・ガイが居るだけで、彼は此方を気にせず、ソファに座り、本を読んでいた。
そしてハウは何かを書き終え、ひとつ溜息をついて、日記の鍵をしめた。
「何を読んでいるんだ？」
ハウがロ・ガイに近づくと、ロ・ガイは苦笑して本の表紙を見せた。
【ヌーベルエロイーズ】
「J.J.ルソーか…。こんな本が家にあるとはな。大方、姉の趣味か？」
ハウも少し苦笑し、その本を取り上げると
「愛しているならば、迷わず、触れればいいんだ。」
そう言いながら、ロ・ガイの隣に座り、彼の唇に、自分の唇を重ねた。
唇が離れると、ハウは、ロ・ガイの瞳を見つめて、呟く様に言った
「私達はもう、天国へは行かれないんだ。」
ロ・ガイは、そう言ったハウに腕を伸ばし、抱きしめた。
抱きしめられ、その肩に顔をうずめる様にしたハウは言う、
「来週、大事な取引がある。ヤンと共に、お前も来い。」
ロ・ガイは頷いた。
---　人が最期に見る景色は、どんな景色なのだろう？
ロ・ガイは、以前みた映画の台詞を、ふと思い出した。
　いつ観たのか何の映画だったのかは覚えてはいなかったが、たしかこんな感じの台詞だった、この言葉だけはハッキリ覚えていた。
「お前達は数日の間、ハワイにでも行っていてくれ。」
　ハウは妻にそういうと、妻の唇に軽く口付けた。
　妻は黒社会の大ボスの妻らしからぬ、儚い表情で彼を見つめた。それを、ハウは宥める様に彼女を胸に抱き、彼女の背を撫でた。何かあればすぐに家に来るハウの実姐の方が余程マフィアの妻らしい。
　が、ハウの妻もさすが、亡き先代が選んだ妻、外見とは裏腹に裡には芯が通っていて、すぐに凛とした表情で、
「娘と、貴方のお帰りをお待ちしていますわ。」
　と、優雅な声で言うと、書斎を出て行った。
　ハウはそれを見送ると、書斎に二人きりになったロ・ガイに言った
「十四日、先週伝えておいた、大事な取引があるから、よろしく。」
ロ・ガイは頷きながら、ふと思い当たる。
十四日はクワンの命日だと。その途端、胸に起こるざわめきはいつになく激しいものだった。
「お前に出会ってもう、七年なのだな…」
ハウは呟く様にそういった。
　ロ・ガイは、いつもの様に無口なままで、ハウの言葉を聞いていた。
「何故だろう、最近…妙にお前と出会った頃の事を思い出す。あの頃、私はこの家を、父を、正直なところ鬱陶しいと思っていた。家族が嫌いなわけではなく、ただ、父のやっている家業が嫌いだった。しかし、兄は、逃げた。医者と言う家業に逃げたのだ。阿義はまだ子供でそれほど優秀ではなかったし、必然的に私が、父の跡を継ぐことに決まっていた。その為に、父は私に”孝”という名をつけたのかもしれないとさえ思ったよ。」
　ハウは、そこまで言うと、眼鏡を外し、いつもの席から立ちあがる。
　ロ・ガイに、ソファに座る様に促すと、自らテーブルの上の酒を注いでロ・ガイに渡した。
　ロ・ガイは、少し恐縮な面持ちでそれを受け取り、唇を濡らした。
「私は…本当はンガイ家の為とはいえ、いつ壊れるか知れない暗い世界を歩くのは…。いつか…表の世界に戻りたいんだよ。黒社会が、本当は…」
　そこまで吐き出す様に言ったが、ハウは最後の言葉を飲み込み、自嘲の表情を浮かべるとロ・ガイを見つめた。
「私は、弱い人間だ。本当はお前がいないと、今でも崩れそうになる。」
　ロ・ガイは、隣に座っていたハウの肩をそっと抱き寄せ、彼を、胸に抱きしめた。
　そのまま、ハウは瞼を閉じ、ロ・ガイの胸の鼓動を聞いた。
　少しの沈黙が、二人を包む。
　それから、その沈黙を破ったのはハウ。
「こんな風に、弱音が言えるのはお前だけだ。」
　そういって、見上げたハウに、
　ロ・ガイは思わず、何か言おうと口を開いたが、その唇をハウに塞がれた。

　ただ、二人の吐息が交じり合う様に重なり、
　重い暗闇に、熱が篭る。
　ハウは、ロ・ガイに力強く抱きしめて欲しいと
　縋る様に、彼の背に回した腕に力を込めた。
　今は、ただ、出会った頃の様に、二人でその肌の温もりを貪る。
　時折交わされる笑みの中に、ほんの少し、悲しみが混じる。
　しかし、それを何故と問う事はしない。
してはいけないのだと、何故か解っていた。

お前は、私のものだ。そうだよな？

ロ・ガイは、ハウに投げ掛けられた、いつかの言葉を思い出す。
　そして、思う
…　この人を救えるのは、俺ではなく…お前だ…ヤン。


　

ヤンはバスで先日、ンガイ家で集めた情報をウォンsirにまとめて渡した。
　もうじき、この日々が終わってくれるはずだと、それだけを思っていた。
　ルクは言う「お前に、実の兄が逮捕できるのか」と
　ヤンはそれを、馬鹿馬鹿しいと言ったように
「俺は…警官だ」
　そう、声にだして答えた。
　アレは”兄”ではない。
　黒社会の人間で、家族と私利私欲のためなら血も涙も無い男だ。
　そう、思う。
　この数年間、一緒に居たとしても愛する事なんて出来なかった。
　黒社会を、ンガイ家を許す事なんて出来なかった。


　そして、運命の歯車は止まらない。
　例え、誰かが死んだところで、何一つ変わらない。
　ギスギスと鈍い音をたてながら、永遠に回りつづける。
　そして、またひとつ…
静かに、激しく、時間が過ぎて行く…。

　ヤンは、バスでウォンに情報を渡した時から、簡単に考えていた。
　これで全てがおわるんじゃないか？と。
　それはルクの言葉に対しての返事への自信だった。
　ただのチンピラのような、男妾のような生活に別れを告げられるかもしれない。
　父の命日。
　ヤンにとって四年前に、運命が狂った日。
しかし、四年後の今日はそれを元に戻せるかもしれない。
…期待。
そうなれば、メイの所へだって…。やりなおすのだ。何もかも。
　初めから、ゆっくりと。

　けれども、一時間ほどの短い間にそれは全て打ち砕かれた。
　署内で簡単に拘留されていたヤンとロ・ガイの前に、事情聴取を終えたハウが、顔色ひとつ変えずに戻ってきた。
「どうやら、警察は何か勘違いをしていたようだ。さぁ、帰ろうか…」
　平然とそう言い放つハウに、ヤンは驚きを胸に隠し、曖昧に微笑んだ。
　しかし、それが本当に笑みになっていたのか、ヤンには解らなかった。
　車の中で、ハウはヤンに問い掛ける
「父さんを誰が殺したか…知りたいか？」
「え？」
　思わず、後部座席を振りかえったヤンに、ハウは意味深な笑みを浮かべただけだった。

　そして、ヤン待っていたのは、硝煙の臭いと、むせるような血の匂い。
　大きく口を開けた焼却炉は、地獄への入口のようだった。
　先程まで、息をして必死に命乞いをしていた男達は今はただの肉の塊だった。
「四年前…私はチャンスをやった…」
　ハウはヤンの目を見つめてそう、切り出した。
「お前なら…どうする？」
　そして、銃声が響いた…。
　いつもは自ら手を下す事の無い、ハウの手の中の銃が、何度か火を吹く。
　その時、自分の目の前で崩れるロ・ガイの身体から、ヤンは視線を外す事が出来なかった。
　血溜まりの上に投げ出される、盗聴器。人の焼ける匂いと赤い炎。
　つきつけられた光景は、あまりにリアル過ぎて、ヤンには夢の中の光景のようだった。
　そして、不意に襲った、もう一発の銃声と、ヤンの肩を襲う激痛。
　痛みが、この世界が現実だとそう、叫んでいた。


「ヤン、大丈夫か？」
　目が覚めた時、ヤンはハウのベッドで寝ていた。
「弾が掠っただけのようだ。傷は残るが、後遺症の心配は無い。」
　そう言って、心配そうにハウがヤンを見つめる。
　病院に運ばれる前、ヤンは盗聴器を誰にもわからないように捨てた。
　だから、こうして生きているのだ。
　ベッドの上に無造作に投げ出されていたヤンの手を、ハウの両手が包む。
「ありがとう、ヤン」
　さすがのハウも、少し、疲れているようだった。
　ふと、部屋を見渡す…。
　そして、そこにロ・ガイの姿が無い事に改めて気がつく。
　あれは、全て現実。
「浄玻璃の鏡を、知っているか？」
　ヤンの手を握ったまま、ハウは問う。
「名前を、きいた事しか…」
　そう答えたヤンに、ハウは少し微笑んで、そして眼を閉じた
「地獄に落ち、泰山府君に会う前にその鏡を見るんだそうだ。そこには、己の真実の姿が映し出されるのだと…。彼等は、一体どんな姿をしていたんだろうな？」
　不意にヤンの手に濡れた感触。
　ハウを見ると、閉じた瞳から…一筋の涙の痕。
　たぶん、ハウは、自分が涙を流した事にさえ、気づいていない。
　ハウが眼を開ける。
　そして、何も答えないヤンに、少し寂しげな視線を送ってから、それを逸らし、遠くを見つめ、そして呟く。
「けれど、私には、己にその時がきたとき、鏡を見る勇気が…ない。」

　---　その視線は、とても暗くて深い業を背負い、あまりに遠い世界を見ていた。

「それじゃ、この書類を弁護士に渡しておいてくれ」
そう言って、机の上の他の書類に視線を落したまま、ハウは書き上げた書類を三叔に渡し、次の書類を書き始めていた。
生来の神経質な性なのだろう、ハウは大抵の書類を自らチェックしなくては気がすまなかった。
書類を書きながら、器用に次々に三叔へ他の者への指示を伝えて行く。
あれから数日、組織の要と言うべき人物を一気に失った忙しさは想像以上だった。
「この書類は、どうすれば…」
三叔が近くにあった別の書類に目を通しながら問う。
「それは、ロ・ガイに渡してくれれば解るはずだ。」
「え？」
ハウの無意識の返事に三叔が、思わず聞き返すと、ハウはハッとした顔をしてから何事もなかった様に、三叔の手からそれを奪い取り、
「後で、私がやっておく。」
そう言って、また仕事に戻った。
ハウは、まるで何かを忘れようとするかのように、一日中働き尽くめだった。
ヤンは、それを書斎の隅の椅子の上から眺めていた。
先代である父親が無くなった時以上だと、三叔は言う。
事後の多方面に対する反響に警戒をしてか、ハワイに行かせている家族を、当分呼び戻す気配も無い。
あの次の日、傷の痛みで目覚めたヤンは、ハウに一本のビデオを見せられた。
そこに映っていたのはウォンsirと、サムの妻。
----　ウォンsirが、父を殺した。
だが、そのことを、ヤンは、真っ直ぐには受け入れられなかった。
自分の人生を変えてしまった出来事…
その事件の発端は、自分の上司。
警官への道を断たれた俺に、再び、希望を与えてくれた人…
いや、…それを利用されただけ？
俺は、ウォンsirにとって、都合の良い駒に過ぎないのか？
運命に、ただ、弄ばれているだけだとしか思えなかった。
こんな事は、現実じゃない。
そう、逃げてしまいたかった。
四頭目が殺され、サムとキョンは、タイで消息が解らなくなった。
そしてロ・ガイが目の前で殺された……。
自分の肩には、ハウを庇ってついた、銃創。
あの時、反射的に彼を庇っていた。
殺されても当然の男を…。
目の前にいる、男を、ヤンは無意識に見つめていた。
あの夜、片腕とも言うべきロ・ガイを失い、自分が泣いている事にさえも気がつかなかったハウ…
誰を信じ、誰を恨み、誰を想えばいいのか…
ヤンには解らなくなってしまっていた。
三叔が、次々に渡された書類をまとめ、部屋を出て行く。
ハウは椅子に深く腰掛け、まだ、書類に眼を通していた。
部屋には来客用も含めて幾つかのソファが置いてある。
落ち着いた色彩、インテリアも派手なものは無くセンスの良いものがそろっていた。
ただ、足りないのは…

いつもハウの隣に居た、ロ・ガイの姿…。
ハウは、書類を書き上げると、今度は日記を取り出した。
あの夜の前夜以来…忙しかったせいもあり、開けてはいなかった。
鍵を開け、ページを開く。
すると、そこにメモが一枚挟まれていた。
それは、紛れも無く、ロ・ガイの文字だった。

ハウに対しての、遺言のようなメッセージ。
自分の運命を知っていたのか？知らなかったのか？
今となっては解らない。
ヤンは、離れたその席からハウを見ていたが、ヤンにはハウが何を見ていたのかは解らない。
しかし、突然、ハウの顔から血の気が引いたのが解った。
何事かと思い、思わず立ち上がったが、ハウは、それに気がつき、何事も無かったかのように、日記を閉じると、無表情のままヤンに近づいて来た。
「あ…」
思わず、ヤンが声をかけようとして、ハッとする。
ハウは”無表情”というわけではなかった、
それは、全ての感情を、無理矢理押し殺した表情。
悲しみも、怒りも…何もかもを消そうとしている…そんな顔だった。
「…ヤン…」
小さく、呟くようなハウの声。
思わず、唾を呑みこみ、ヤンは固まる。
「…ヤン、私はロ・ガイが嫌いだったわけではない。ただ、ウォンsirという破廉恥な男を上司にもった事が、全ての悲劇だったんだ。解って…いるな…。」
ハウは、そういって、ヤンの胸に倒れるように持たれかかった。
しかし、ヤンは支えきれず、ヤンの椅子の上に、二人とも倒れこんだ。
「っ…」
肩に走った痛みに、ヤンが顔を歪めると、ハウは我に返った。
「大丈夫か？ヤン」
心配そうに、ハウが顔をあげて覗きこむ。
先程までのあの、表情は何処にもなかった。
ヤンは「大丈夫…」そう言って、ハウの頭を胸に抱いた。
そして、流れるのは…沈黙。
お互い、何を想っているのか解らなかったし、探ろうとも想わない。
そのまま、視線も合わさず、吐息を重ねず、肌の温もりを求めるわけでもない。
ただ、暫く…二人は、そのまま抱き合っていた。
サムの妻、マリーが誰かに殺された事を、ヤンはその日のうちに知った。
そして…ルクsirがウォンsirの身代わりで死んだ事も。
全てはハウのした事だと、すぐに解ったが、ヤンにはどうする事も出来なかった。
「それじゃ、俺はどうすりゃいいんだよ」
ヤンは電話越しに怒鳴りつけていた。
相手はウォンsir。
---　暫く、お前の身の安全も考えて、会わないほうがいい。
そう言われたところで、ヤンには今更だとしか思えない。
けれど、それでもヤンは父の事を責める言葉を呑みこみ、耐えた。
今は、色々な事が起こり過ぎて、全てを受け入れ、時間の流れが苦痛にならなくなるには、もっと、多くの時間がかかることは解っていた。
「もういい。わかったよ。」
泣き言なんか聞きたくない。そう、ヤンは電話を乱暴に切った。
それが、精一杯だった。
誰を信じることも出来なかったが、それでも、自分自身を信じるしかなかった。警官としての自分を…。
深夜、ハウは独りで庭にいた。
海を挟み、遠くには夜景。空には、星が無数に瞬いている。
こんな風に空を見上げるのは、もう何年ぶりだろう。
誰かに、側に居て欲しいとは想ったが、なんとなく、ヤンを抱く気にもなれず、今は独りで居る事を選んだ。
夜着のポケットから昼間に見付けたメモを取り出す。
もう一度、読み返してから、ライターを取り出し、火をつけた。
ちいさなその紙は、一瞬のうちに炎に包まれ、
灰になり、風に舞いあがり、

…消えた。
辺りは静寂。
「ふっ…」
想わず、漏れた溜息に自嘲する。
すると、不意に、背後に気配を感じ、ハウは振りかえった。
しかし、誰も居ない。
だが、ハウは月明かりの薄闇に問い掛ける
「ロ・ガイ？」
ハウが、手を伸ばし、その気配に、
触れる。
…ハウ
ロ・ガイが、ハウの名を呼び、微笑み返した。
それは、在りし日、ハウに煙草の火を貸したロ・ガイの姿で、
ハウもまた、父に反発していたあの頃の姿だった。
そう、二人が出会った頃の…幸せだった、日々。
いつか来る終わりを知っていたのはロ・ガイ。
それでも、ロ・ガイはハウを愛していた。
愛されたかったわけではない。
ただ、ロ・ガイがハウを愛していただけの事。
ハウは、その全てを知って、なお、
今、ロ・ガイの胸に顔をうずめた。
ハウの鼻腔に覚えのあるロ・ガイの肌に馴れた煙草の香。
地獄に落ちるなら、愛する弟と二人で…
そう思っていたが、本当は彼と共に落ちるのだと、どこかで知っていた。
だけど、一足先に逝ってしまった。
顔をあげ、自分より幾分か背の高い彼を見上げ、唇を重ねた。
ハウの手には、何時の間にか、銃。
それを握り締め、あの日の様に、ロ・ガイに向ける。
「お前は、私のものだ。そうだよな？」
そう言って、ハウは銃爪を
…引けなかった。
しかし、ハウのその手に、ロ・ガイが手を重ね、
銃爪を引いた。
だが、その瞬間から、消えるロ・ガイの気配。
ハッとして見上げたが、薄れゆくロ・ガイの表情を見ることは叶わない。
そして、ハウは、現実に引き戻された。
「……」
言葉にならない感情が胸に込み上げ、鼻の奥が痛む。
想わず、ハウは自分の身を抱きしめ、夜空を見上げた
ただ、脳裏に思い出されるのは、
あの日、最後に見た、ロ・ガイの驚愕から変化した
自分を見つめる、哀しげな微笑みだった。
----

我和尓各有立場　這是我的職責
不過　我想站在朋友立場　我應該向尓交持一聲
對不起　阿考…
----

「嗚呼…」
想わずハウの唇から漏れた、小さな熱い溜息は、冷たい闇に消えていった。
-------　一九九七年
時間というものは、全てに平等だ。
しかし、それをどの様に消化するかで、全てが変わる。
ヤンが葉sirからウォンsirがタイに行っていたというのを聞いたのは、
彼が既に帰国してからのことだった。
警察は、ウォンsirの罪を不問にし、ハウ逮捕へ全力を注ぐとの事らしい。
そして、サムと、キョンがタイで生きていた。
それを知って、ヤンは何処か安心していた。
黒社会で実際に生活をしてみて、ヤンは時々自分の立場に疑問を思う事があった。
彼等は彼等で、根からの悪人ではない奴等ばかりだったからだ。
どちらかと言えば、警察内部のほうが、もしかしたら汚いのかもとさえ思う。
ウォンsirには自分をいいように利用されただけだと思う。
今は、形だけの潜入捜査官。
二年前の一連の事件からこっち、ウォンsirは精神的に参っていた。
正直なところ、ヤン自身も、全てを受け入れる事ができないでいた。
時々、葉sirと簡単に連絡を取り合う程度で、どちらかと言えば、黒社会の一員としての生活のほうが身について来ていた。
安心して熟睡できる場所さえ無く、特に決めた女を作る気にもなれず、ハウの男妾のような日々に…妥協…をしている。
もちろん、彼を愛する事なんてできない。
自分を誤魔化してはいるが、本当は心の奥に、今でも「憎しみ」が有る。
父へのその感情を、今、父と同じ立場に居るハウへ摩り替えているのだ。
だから、組織にいる事が嫌だとも思うし、潜入を辞めたいとも思う。
外から見れば、ただの自分はチンピラ。
だが、潜入捜査なんて、結局はそんなもので、二年前の日々があまりに激しすぎたのかもしれない。
諦める事に慣れてしまった
無駄な足掻きはしたくない
黙って彼に抱かれていればいい
それで、何も問題はなし
全て丸く収まるんだ…
そう、笑う事が辛ければ
作り笑いなんてしないで
冷たいポーカーフェイスを装えばいい…
いつも心の中で繰り返す言葉を、今日もまた繰り返す。
そうすれば、この穏やかな日々が、崩れる事は無いのだから。
だが、ウォンsirの現場復帰の報に、ヤンの心は動揺していた。
「明日の取引には、三叔とお前が行って来い」
ハウはヤンにそう言って、メモを渡した。
走り書きの数字。取引に使うホテルの部屋番号。
「解った」
ヤンは短くそう答えると紙を破り擦てた。
いつもの、仕事だった。

二年と言う日々に、ヤンの身体はすっかり薬の量を調節できる様になっていた。
あの頃は、自分の置かれた立場に…運命に、どこか、逃げ道が欲しかったのだ。
ハウの命令とは言え、薬をはじめて使った時、ヤンは心の何処かでその快楽に溺れたいと思った。
実際、薬を使う前に知っていた知識で
”一度、薬を覚えた脳は、死ぬまでその快楽を求める”

と、読んだ事がある。強靭な精神さえあればそんなものに依存する事は無いだろうと思っていたが、それは大きな勘違いだった。それこそが「薬」の恐ろしさなのだと、初めて知った。
そうして、自分はすっかりジャンキーになってしまったのだと、ヤンはそっと苦笑した。
そして、ハウはいつもの様に、書類に眼を通していた。
あれから二年経ち、ようやく、何事も無かったかのような、平穏な日々が過ぎる。
しかし大きく違うのは、ハウがヤンを自分の側に良く置くようになっていた事だ。
まるで、ロ・ガイの身代わりのように…
しかし、それは命令とか、そう言ったわけではなかった。
ハウの片腕として動く三叔の側にはヤンがいて、つまり、自然とそういった形になっていたものだった。
ハウは元々は会計士で、少し神経質そうな外見。
やはり、一見しただけではこれがマフィアのボスだなどと、誰も思うまい。
ヤンはそんな事を思いながら、部屋の片隅に置いてある茶色の革張りのソファに腰掛ける。
何故かこの席が一番気に入っていた。ヤンの定置になっていた。
椅子の座りごこちも、少し離れた位置から部屋を見渡せるという場所も。
今日は、三叔もう帰った。ヤンも帰るつもりだったが、ハウが呼びとめた。
理由は…わかっている。
ハウは、ヤンに近づき、身を屈め、ソファの背もたれに腕をついて、ヤンに口付けた。
軽い、アルコールの香。
ハウは酒を、呑んでいるのか…。
唇を割って進入する、ハウの温かでイヤラシイ舌の動きと、軽いアルコールの香にカラダの力が抜けていった。
「はっ…」
唇が離れていく…名残惜しそうに唾液が糸をひいていた。
「やめ…っ、あっ…」
言葉で抵抗しようとしたが、いきなり耳に舌を這わされて、背筋を通って、腰に電流が走ったようになる。
耳元でピチャピチャとわざとイヤラシイ音をたてながら、舌は首筋を降りていく。
「ヤン…」
キスとアルコールに痺れた頭にハウの囁きが聞こえた。
その囁きに急にヤンの心臓が高鳴った。
そして、また、深く口づけられ
「あ…っ」
こみ上げてきたその高鳴りに押し流されるように彼の背中に腕をまわした。
ハウが既にヤンのシャツの裾をたくし上げて、胸を触りながら、角度を変え、何度も何度も口付けをくりかえす。
「自分で脱げる。」
キスの合間に、ヤンはそう言うとボタンの一つ一つを自らはずす。
ヤンに跨っているハウも自ら、来ていたシャツを脱ぎ捨てた。
「傷、残ってしまったな」
そう言って、腕の傷跡をそっと撫でながら、ヤンの胸に唇をつけるハウ。
「こんな、傷を負わせたくはなかった。」
まるでマフィアだという事を忘れたかのような、台詞にヤンは苦笑した。
ハウは、そのまま舌を胸に這わして、その先端を口に含み、吸い上げる。
「あっ…」
思わず声が漏れた。
軽く歯を立てられて背を反らす。
もう片方の手はベルトにかかっていた。
カチャカチャと音を立てて簡単にはずされた。
ボタンをはずして手が差し込まれる
「んっ…」
もう既に硬くなっているソレを下着ごと優しくつかまれた
「あ…はっ…」
ソレを揉まれるのと同時にハウの唇はまた、胸の蕾を挟んでいた。
「うんっ…」
思わず、ハウの手の中でビクビクと反応してしまう。
くすっと笑ったハウの唇にヤンは自ら唇を重ねる。
ヤンはサイドテーブルのグラスに手をのばした。
さっきまで自分が飲んでいた水があったはず…。
指先に硝子の冷たい感触。否、硝子ではなく、その中の氷の冷たさ。
その氷を一つ、取り出して唇でくわえた。
そして、ヤンは自ら誘う目つきで微笑む。SEXは楽しんだもの勝ちだ。
何時の間にか、覚えた…ハウの望む誘い方。
「ふっ…」
ハウはそれを見て、その氷を舌で舐める。その間にヤンは手をのばして、ハウのズボンのベルトとボタンをはずした。
そして、ハウも、ヤンの身につけていたモノを全て脱がせると、ヤンの口から氷を奪い去る。
その、氷を舐めている冷たい舌で、ヤンの足の付け根を舐めはじめた。
「はっ…あっ…」
小さな音を立ててハウが小さくなった氷を飲み込む音と、ソファが二人分の体重に軋む音が聞こえた。
　
ヤンをソファに座らせて足を開かせ、ハウはその間に顔を埋めた。
舌を絡められて、唇で扱きあげられる。
「あ…うんっ…」
こぼれた吐息と声を隠すつもりはない。
薬の入っていないSEXでも、楽しんでしまえば気持いい。
吸い上げられる感触と先端を舌でもてあそぶ感触に身をよじった。
ハウはヤンの反応を見て微笑んで、ソレを舐めながら言った。
「薬が無くても、私に抱かれる事ができるのか…？」
「まぁね」
ヤンはそう答えて、自分と彼の位置を変えると今度はヤンがハウのソレを口に含んだ。
「はっ…」
今夜初めて聞いたハウの吐息。意外にも色っぽくてヤンはドキッとした。
しかし、
「私は…いい」
そう言って、ヤンをソコから離した。
ハウは立ち上がると、ヤンを長ソファに横たえた。
そして、ハウは自分の指をヤンの唇に当てる。
ヤンはそれを唾液でたっぷりと湿らせるように舐めると、今度はその指をハウ自身が舐めて、そして、ヤンのソレの先端に溢れた先走りと、自身の先端から溢れたそれをすくい上げてから、ヤンの後ろに挿れた。
「ふあっ…」
いきなり二本である。一瞬痛いと思ったが、入れられてしまえばそれが徐々に快楽に変わる。
ハウの指は正確にヤンの気持快いトコロを探り当ててきた。
もう、ヤンの快楽を引き出す場所を解りきっているのだ。
中を掻き回す様に指を動かし”内側”をなぞる。
「も…もっ…と…」
ヤンは思うより先に言葉が口を突いていた。自分でもビックリするほどに甘い声。
「もっと？どうしてほしい？」
ハウはいじわるく、指の動きを止めて耳元で囁きながら、ヤンの目を覗きこんだ。
「…うぅ…！」
思わず、視線をそらして唇を噛む
「素直じゃないな。」
そういって、ハウはヤンに飲み込ませた指をいっそう深く押しこむと、その奥に熱く盛り上がる場所をみつけ、そこを集中的に刺激し始めた。
「や、あっ！」
ヤン思わずハウにしがみつく様に抱き着いた。
「はっ…あ、ああっ…」
もう片方の手は、前で硬くなって揺れているモノをつかんで少し強めの刺激を与えてくる。
「やめっ…もう…」
「もう？なに？」
ハウの答えを解っていながら与える刺激を更に強くする
「ああっ…やっ…」
ついに我慢しきれなくなったヤンは彼の手の内に放った。
「指だけで…私がいいって言ってないのにイってしまったのか？」
手についたヤンの放ったソレを舐めながらハウはヤンを見つめる。
「そう…させたのは…アンタだっ」
息が上がったまま、まだ脱力感から抜けきれない。
そこへ、今度は、ヤン自身の放ったソレで濡れた指を挿れてきた。
「あ…うっ…ん…っ」
すでに敏感なソコに入れられて整いかけた息はすぐに乱れた。
「今度は私が良いって言うまで、イってはいけないよ…ヤン」
熱い吐息で耳を舐めあげように言われた。
その台詞と感触に一度解き放ったハズのヤンのソレはまた、勃ちあがっていた。
ハウはヤンの腰をつかんで、軽く持ち上げ、先端を入口にあてがうと
ゆっくりと進入してきた。
「はあっ…」
深く吸い込んだ息を吐き出して、彼をくわえこむ。
しかし、痛みが走った。
「いっ…」
眉間にしわを寄せたヤンを覗き込んで
「痛いか？」
心配そうに聞く。
「いた…いっ…」
すると、ハウはヤンになるべく痛みを感じさせないようにして、彼を抱き上げ、そのまま入れ替わり、ヤンを上にした。
「えっ？」
ハウはヤンの手を取って、指を絡ませるようにして両手を繋いだ。
「こうしていてあげるから、自分で、動け。それでは、痛いままだ。」
そう、ヤンは中で脈打つ彼のソレを締め付けていても始まらない。
このままじゃ、どうにもならない。
意を決してヤンは自ら、腰を動かしはじめた。
「っ…あっ…」
ゆっくりとゆっくりと動き始める。
ヤンが痛いと言う事は、彼も痛いはずだった。
けれど、そんなことを感じさせない顔をしてハウはヤンを見ている。
見られている…
思わず、それに、ヤンは身体が熱くなるのを感じた。
そして、だんだんと痛みから快感に変わっていく頃、ハウは絡めていた指を解いて、ヤンの腰に手をのばして、つかむと、一気に下から突き上げられた。
「あああっ！！」
一度、突き上げられただけで背は反り返り、快感が背筋を走り抜ける
「やぁっ…・」
ハウは前に倒れ込んだ、ヤンを捕まえると今度はヤンを下に戻した。
足を抱え上げられて、そのまま深く入り込んでは、ギリギリまで抜いて
また一気に突き刺される。
「やっ…あっ…」
あまりの激しさに息が出来ない。ヤンの思考は既にブラックアウト寸前だった。
ハウはヤンを抱きかかえるようにして起こし、膝の上に抱く形でヤンを突き上げる。
ヤンが仰向けに倒れ込むのを阻止するように腕をつかんで、ヤンは、宙に浮いた感じで、そのまま彼の与えてくる激しい刺激に飲まれたまま、快感に反応していた。
そして、捕まれていた腕を放されて仰向けに倒れ込む。
彼は一度差し込んでいたソレを抜き取ると、ヤンをうつぶせにして、腰を抱え上げて、
後ろから一気に入れてきた。
「あっ…はぁっ…」
ハウの手は、ヤンの先走りで充分に濡れているソレをつかむと扱きはじめる。
舌は耳を舐めあげ、軽く耳朶を噛む。
「ヤン…」
耳元名前を囁かれたその瞬間…
「ああっ！！」
また、ヤンはハウの手に放っていた。
しかし、ヤンのソレは、彼の中で動き続けているハウに与えられる刺激に、まだ萎える気配すらなく、彼の手の中で堅さを保っていた。
もう、ヤンにはもう一度達する体力は無いと思っていたが、それはすぐに訪れた。
ハウの方にも限界が来たらしく、動きが早まる。その激しさにヤンはもう一度波にのまれた。
もう一度、遠くに自分の名を呼ぶ彼の声を聞いて、耳元にその吐息を感じたときに、
ヤンは自分の中にハウが放った熱さを感じ、自分も今日、三度目の絶頂を迎えた。
軽く唇に何か触れる感触と髪を撫でられている感触で目を覚ました。
いつの間にか意識を失っていた。
ソファの上ではあったが柔らかな毛布に包まれていた。
そして、目の前には、ハウが既に服を着て自分を見つめていた。
「つかれているというのに、無理をさせてしまった。」
自嘲気味にそういったハウは、ヤンが置きあがるのと同時に、立ち上がった。
そして、暖かな珈琲を差し出す。
「薬を使わないで私に抱かれたのは、久しぶりか？」
受け取った珈琲をヤンは無言で一口飲んだ。
ハウとは、最初は、分の運命に少し自棄気味に抱かれていた。
それから今度はそれに薬を使って、その快楽のままに身体を重ねていた。
そして、今は…理由など思い浮かばなかった。
ただ、それが当たり前の様に…。
抵抗する意思などなかった。それどころか、今は、自らそれを楽しんでいた。
この何年かの間に嫌悪感が、いつのまにか消えていた。
それは…同情？　それとも愛情？
しかし、そのどちらも、ハウに対して抱いていない気がする。
感情に、説明や理由はいらない事を、知っている。
そんなことを思い、視線を落していたヤンに、ハウは、少し苦い珈琲の香のキスをした。
それは間違い無く、彼等にとっては、最後の束の間の平穏な日々だった。
「梁sir、先日連絡が来ていた晩餐会には御出席で？」
眼鏡をかけた几帳面そうな部下が上官に書類を提出しながら声をかけた。
「本当は、ああいった席は苦手なんだが、七/一も近い。大陸の政界との繋がりも、疎かにはできないからな。」
書類を受け取りながら苦笑する。それにあわせる様に部下も苦笑し、言った
「しかし、その席に気になる人物が出席する様なんです。どうやら、次の選挙に出るつもりらしいんですが、まだ、政治部、保安科としても、きちんとした情報を掴めていません…」
それを聞いて梁sirの顔が警官の顔になり、部下は続けた
「倪永考です。」
「黒社会の…大ボスか…」
可笑しな話ではない。黒社会と政治家。その繋がりは何処の国にでも存在する。
しかし、この香港という特殊な場所柄と、
「返還」という、あるひとつの時代の節目を目の前にすると、黒社会のボスの行動は気にならないほうが可笑しい。
「解った。それとなく気に留めておこう。後で管轄の情報や重案にも連絡してみる。」
そう言って梁sirは頷いた。それからつづけて、今度は笑顔で部下に声をかける
「ところで、君はゴルフは好きかね？」
「え？ゴルフですか？下手なんですが…まぁ、嗜む程度には…」
「ならば、今度一緒に觀瀾に行かないかね？君の今後の事も話したいしな。…君は、今の階級にしておくには、もったいないと思っている。」
「ええ、是非、宜しくお願いします。」
そう言って、彼--楊錦榮　は微笑んだ。
「---そうすれば、ンガイ家は表に出られる…」
ハウは、ヤンにそう言って、安堵の表情を浮かべた。
ここまで、長く、多くのものを、失ったと、ハウは言った。
しかし、ヤンは揺れる心の裡で、それを軽蔑の眼差しで見ていた。
今の生活に溺れるつもりは無い。
ヤンは、今の穏やかな日々を壊さなければならない事を知っている。そして、この二年と言うのは、ただ奇跡的に平穏な日々だっただけで、それが壊れる時が迫っているのを、ヤンはなんとなく感じていた。
pipipip…
突然鳴った携帯音に、ヤンはドキリとした。
携帯を見ると、見覚えの有る番号。葉sirのものだ。
「どうした？出なくて良いのか？」
問い掛けるハウに、ヤンが曖昧に返事をした時、電話が切れた。
そして、数日後、華やかなその席で、ヤンはウォンと再会した。
積み上げてきた砂の城が崩れるには
ほんの少しの波さえあれば簡単だ。
盛者必衰。
いつかは来る、その時が、今、やってきただけの事。
ハウは、兄弟達に後の家事を頼むと、部屋から下がらせて、
自分はまた、いつものデスクに戻った。
部屋に、ハウと、ヤンだけの二人きりだった。
静かな空間。変わらないのは、二人の間に流れる、少しの緊張感
---沈黙を破り、ハウはポツリと呟く
「私は、家族を守れなかった。けれど、彼等は…私とはちがって、真っ当な仕事もし、太陽に恥じることなく生きて行く事ができる…。心配…ないだろう。」
しかし、二人の視線は、交わる事はなく、それぞれの想いを見つめていた。
溜息をついて、ハウは、立ちあがり、ヤンの元へ歩み寄る。
ヤンの正面でハウは膝をついてヤンを見上げる様にしながら、肘掛に置かれた彼の手に、自分の手をそっと重ねた。
「それでも、もう後戻りなんて出来ないんだ。なんとか…しなければ…。」
さすがのハウもいつもと違う、疲れた眼をしていた。
ヤンはそれを見て、ハウの手を振り払いたい衝動に駆られた。
お前達の事なんか知るものか！勝手にしろ！
今までの報いなんだ。こんな事、当たり前だろう…
そう、怒鳴りつけたかった。
けれど…
その一方の現実で、ヤンは上半身を屈め、
慰める様に、自らハウに口付けをしていた。
淫猥な喘ぎが闇を揺らす
吐息は絶え間無く弾む
低く、高く…
自ら脚を開き
濡れ爛れた瞳で、声で　誘う
小刻みに震える肌を撫で上げると
ヤンは背を反らせて、声をあげ
絶望的に甘く熟れきった快楽にとりつかれていた
その歪んだ唇の端から零れる透明な液体
ハウの指が辿る肌は上気して
ヤンはハウの体温を求めてしっかりと抱き着いてくる
躰を開き
誘い
絡みついて…
お前が、私を、恨んでいるのは知っている。
父に愛人が居て、お前という存在を知ったとき、とても驚いて、そして、会った事もないお前に興味を惹かれた。」
ヤンはハウにその心の奥を決して見せない
それらしい嘘を並べて哀しく微笑むだけ
躰も精神も
腐りきりそうなほどに
甘く蕩けそうに彼を誘い出すくせに
手触りの良い棘に覆わせて
触れる者を傷つけて
その赤い血で闇を深くする
真実は…言えない
「初めて出会った時、私はお前が欲しいと思った。何不自由無く育った私と、苦労を重ねたお前では、何もかも違う。それは解っていた。でも同情や哀れみではお前は手に入らないと知った。」
それでも重なり合う淫らな吐息を貪り
獣の本能を煽りたてては
精液に濡れ、悦に溺れている
その匂いに
ヤンは狂っていく
本来の姿へと…
まだ、全然足りないと
膝を立てて
脚を開けるだけ開き
腰を揺らした
「自分でも狂っていると思うよ…こんな風にお前を抱いている事を。どうにかして手に入れたお前を、兄弟だと解っていながら、表では有能な部下としているくせに、本当は性奴のように…男妾のように扱って、こうして縛り付けている。家がこんな風になって、本当なら、お前も解放してやりたいと思うが…もう、何もかも遅いのかもしれない…お前の…心は…いらないから…」
濡れて揺れる瞳は
今も何処か遠くを見ていて
ハウを見ていない
それでもハウは
淫らに焼け爛れたこの浮遊感の中で
ヤンが求めるままに
与えつづける
誰がどう思おうと
それでもこの腕の中にヤンは居て
この熱く熟れた肉体は
満たされる事を知らない故に
ハウに貫かれて悦び
激しくハウを求めて
嬲り、犯される事を望んでいる
「…こうして、お前が…私の腕の中にいれば、それで…いい」
ヤンは、ハウに跨り
自ら腰を降ろして
ハウに貫かれる
淫らに湿った音と
肌がぶつかり合う音が響き
謡うように、叫ぶように
ヤンが喘ぐ
蕩けそうに熱い内壁に
快楽はそこへ集中していき
上り詰める
「私は、本当は父の仕事を継ぎたかったわけじゃないんだ。けれど、仕方が無かったんだ…。家の人が、皆それを望んでいたから。ならばせめて、表世界に出たいと思った。黒社会から、抜け出したかっただけなんだ…。しかし、私の力が弱かったんだな。ここまで…来たけれど…。無間地獄を知っているか？私はいつかそこへ落ちるだろう。決して…終わりの無い苦痛へ…。この道を選んだ時から、その覚悟をしていたつもりだが、独りでは、どこか怖かった。だから、お前を…。すまないと…思っている。今は、その地獄が…とても…恐ろしい。」
そして、この恐怖から逃れたいと縋り付く様に、ハウはヤンを抱きしめた。
ヤンは独り、空を見つめていた。
宗教の事は、よく解らない。地獄なんて本当に存在するのか？と。
そう、思う一方で、ハウの声と瞳が忘れられなかった。
掌に握り締めた小さな鍵。
こんな日が、いつか来るとは思っていた。
けれども、二年と言う歳月の中で、本当は、心の何処かで、
こんな日が来なければ良いとも、思っていたのかもしれない。
それは、否定しようと思いつつも、都合のよさげな言訳を並べて、この日を逃げてきたのを、二年と言う時間が紛れもなく証明していた。
幾つものンガイ家の罪の証拠。
いつだって、警察に突き出す事は出来た。
けれど、ヤンはそれをコレクションの様に増やす事しか出来なかった。
説明のつかない…迷いが、あったからだ。
これだけの証拠があれば、ハウは紛れも無く終身刑だ。
サムが証人にならなくとも良い。
もう、誰も死なせはしない。
ウォンsirを…今なら、許せる。
そして、ハウは現世で、その罪を償えば…
少しは…彼も救われるのだろうか？
---　あの人を本当に助けられるのは、お前だ…。
いつか”聞こえた”ロ・ガイの言葉が、今なら、解る。
ハウを、深く想うが故に、何も出来なかった、愚かな男の言葉だと思った。
けれど、今はヤンはそれを羨ましいと、なんとなく想い、苦笑した。
迷いは、無かった。
そう、”俺”に…できること…
その日、少し、憔悴した感じのウォンsirと
今は静かに眠るルクsirとロ・ガイの前に現れたヤンは、何の迷いも無く、正々堂々と真っ直ぐに言い放った
「俺は、警官だ。」
二〇〇二年

　ヤンは痛々しく巻かれたギブスに覆われた左手と特別に綺麗なわけではない、ごく普通の右手を見つめる。
　この手には、今でも残る感触があった…
　きっと死ぬまで消える事の無い感触。
　そして、それを思い出すたびに、肩の傷痕が…疼く。
…ヤン
　自分を呼ぶ優しい男の声のする方に、ヤンは視線を送った。
　ハウがいつもの自分の席から立ちあがり、此方へ歩いてくる。
　何故だか、すこしボーっとする意識。
　薬の…せいか…？
　近づいて来たハウにヤンは手を伸ばす。
　ハウは優しく微笑んで、その手を取り、身を屈めた
　軽い、窒息感
　それはいつもと何一つ変わらなかった。
　後頭部を抱く様に腕をまわされ、ハウの噛みつくような口付けも、襟をくつろげる仕草も…。

彼は、いつも優しかった。
肌を合わせているときは、彼がマフィアのボスであると言う事も、そして、実の兄だということも、その愛撫にかき消された。
　この行為事態が男として、最大の羞恥だと言う事も、何もかもが忘れられた。
　本当は、あの二年間、ヤンにとって、とても穏やかな日々だった。
　ヤンはハウの弟という身分を特に利用するまでも無く、何時の間にか尖沙咀でも名の知れた存在にまでなっていた。


　頭の中で鳴り響く不快な音
　眩暈をおこしそうな…光と…

　それが「はじまり」なのか
　それが「おわり」なのか

　ただ、確かな事は

　あの人の

　肌の熱さ

　-------- だけ


嗚呼、そうだ、この人は…ハウはもう…

しかし、ヤンはそれでもハウの肌の温もりを求めて、

腕を彼の背中に回し、自分に引き寄せる。
幻だと…わかっていても。
まるで、火の様に熱い感触が、肩に降りてきた。
ハウの舌先が、ヤンの傷痕をそっとなぞる様に辿る。
数年前、ヤンが身を呈してハウを守った時についた傷だった。
傷痕が舌先の感触に反応する様に疼く。
「ああ…」
　ヤンは、深く吐息を吐き出す。痛みはなかった。
　そのまま、舌先が鎖骨を辿り、胸に降りて行く。
　…お前の…心は…いらないから…
　耳へではなく、脳に直接話しかけられているような声
　いつか、聞いた言葉。
　自分の胸に抱いたハウを、両腕でしっかりと抱きしめる。
「心は…いらない…？」
　呟く様に、彼の台詞を繰り返した。
　すると、何故だか鼻の奥に覚えのある痛みを感じた、
　涙が、零れる
　ヤンは自分ではそれを止める事が出来なかった。
　ハウはそれに少し驚いた顔をした後、優しく微笑んで涙を唇で拭った。
　そして、ヤンを愛しむ様に深く、深く口付ける。
　しかし、そこでハウは愛撫を止めた。
　ヤンは身体の内に呼び覚まさせられた熱をどうにかして欲しいと言うように、ハウをしっかりと抱き寄せようとしたが、だんだん感触が薄れて行く。
…もう、終わりだ
　ハウは少し寂しげな顔を浮かべ、ヤンを宥める様に唇を重ねる。
　しかし、それにはもう、何の感触も感じられない。
　ヤンは引き戻される意識を必死に抵抗しようとしたが、それは完全に無駄な抵抗だった。
　だんだん、ハウの姿も気配も…見えなくなっていった。
　入れ変わる様にサイレンのような耳鳴りが頭に鳴り響く。
　赤く染まる視界の中、微かに彼の声を聞いた。
　

…愛しているよ…

　五月蝿く鳴り響く目覚し時計を止めると、ヤンは寝椅子の上で背伸びをした。
　片手に、大げさに巻かれたギブス。カレンダーは二00二年。
　そして、もう一度、名残惜しむ様に椅子に横たわった。
「おはよう。」
　隣の部屋からカウンセラーのリーが声をかける。
「俺、何か言ってた？」
「いいえ？なにも言ってないわ。」
「そう。」
　ヤンは苦笑して、上半身を起し、椅子から降りた。
　いつの間にかこの椅子の、この部屋じゃないと熟睡できない様になっていた。
　それには色々な理由があるんだろうが、リーのその清楚で真っ直ぐな感じが安堵できるのと、この椅子が、あの、ハウの部屋にあった椅子に似ているからだと思った。
　あの椅子に特別良い思い出があるわけではない。
　どちらかと言えば、あまり思い出したくも無い過去だと思う。
　しかし、自分にとっては決して忘れる事の出来ない…過去。
「来週も、同じ時間でいいかしら？」
　リーが、パソコンの画面から目を話してヤンに問う。
　ヤンはリーの前の椅子に座ると、帰り支度を始めた。
「ああ、なんなら、毎日でも来たいね。」
　嬉しそうにそう言うヤンに、リーは
「じゃ、同じ時間に設定したから。遅刻しないでね。」
　そう、笑顔で簡単に受け流した。
　ヤンは、その答えに少しがっかりしながら、もう一度言う
「俺、本当に何も言ってなかった？」
「言ってないわよ。何か悪い夢でも見たの？」
　悪い夢…ではなかった。けれど、良い夢でもなかった。
　リーの態度からして、自分はいつもの様に普通に寝ていたらしい。
　彼女の前で、寝言で何かイヤラシイ事さえ言っていなければそれで良い。
　誰にも、知られたくない…過去。
「いや、なんでもない。…ねぇ、先生は地獄をどう思う？」
　突然の質問にリーは驚いた顔をしてから
「そうね、怖い…とは思うけど…それ以上は想像でしかないわ。生きている内に辛い思いをして、地獄だ！って思う事がある位でしかない。私は特に信仰する宗教もないから、色々な宗教で言われている。地獄が本当に有るのかもわからないし。」
　そう答えて、マジマジとヤンを見て続けた
「何か、宗教でも信仰するの？」
リーの真っ直ぐな視線に、ヤンは笑った
「いや、そういうつもりじゃないんだ。昔、地獄を怖がっていた人が居てその人の事を思い出しただけさ。」
　ヤンはそう言うと、いつもの様に笑顔で部屋を出て行った。


　街の雑踏に、流れる様に身を任せて歩いていた。
　ふと、擦れ違う人影が、あの人に思えて振りかえるが、そんな筈がなかった。
　しかし、これは---なにかの予感？。
　その感覚に、ヤンは自嘲した。
　あんな奴、今ごろ地獄に落ちているさ。
　クソ親父と一緒に、二千年の闇を堕ち、そして永遠の苦痛を味わうんだ。
　奴がして来た事を考えれば当然の報いだ。
　家の為とかなんとか、大層なゴタクを並べてたって、それは私利私欲。
　自業自得だ。
　…けれど、思う
　あの時、何も出来なかった自分。
　ただ、崩れるあの人の躰を抱きとめるのが精一杯だった。
　その感触、肌の熱さは、今でも消えない。
　自分に縋る様に掴みかかり、そして…
　俺を見上げた時の彼の腐った魚の様に濁った、
　あまりに深く、救い様の無い悲しみに引き裂かれた…
絶望の眼。
ヤンは、思わず、自分で自分の身を抱きしめた。
そうでもしなければ、絶えられない…説明のつかない激情が躰を駆け巡る。
　例え、もう二度とその肌に触れられなくても良かった。
　離れ離れだった兄弟が解り合うには…
　いや、歪んだ運命に、弄ばれた二人には、あまりに短すぎた…時間。
　生きてさえ居れば、もしかしたら、例え、鉄格子越しでも普通の兄弟になれたかもしれない。
　そして、彼が、永遠の地獄に落ちることさえも…
　俺は、きっと、失わなくて良かったものを、何もかも失ったのかもしれない。
　それでも、信じた道を、進むしか…なかった。
　ヤンは、自分を抱いていた腕を、そっと離した。
　流れる雑踏の中、立ち止まり、空を見上げた。
　建物に切り取られた、狭い空。聞こえるのは、雑音。
　けれど、ヤンは静寂の中にいた。
　そして、哀しげな笑みを空に投げ掛ける。

　貴方なんて、地獄に落ちて当然だったんだ。
　大嫌いだったよ。
　憎んでもいた。
　俺は、善人でいたかったから、その道を進んだ。
　もう何もかもが、疲れた。
　でも、後悔はしていない。

　けれども、貴方がその苦しみから逃れ、
　いつか、永遠よりも彼方で、もう一度出会う事が出来たなら
　今度はこんな道を辿りたくは無いし、
　仲の良い、普通の兄弟になりたいんだ。
　そして、あの頃、一度も言えなかった言葉を…


「　兄さん　…　」

